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鳴山

埼直

譲

ま
　
え
　
が
　
き

　
　
　
今
日
、
史
的
唯
物
論
が
現
代
政
治
に
お
け
る
政
治
現
象
把
握
の
方
法
と
し
て
そ
の
有
効
性
を
も
ち
う
る
か
ど
う
か
問
題
視
さ
れ
て
い

　
　
る
。
ソ
同
盟
土
ハ
産
党
二
〇
回
大
会
以
降
、
直
接
な
い
し
間
接
の
、
史
的
唯
物
論
へ
の
批
判
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
現
代
政
治
に
お

　
　
け
る
組
織
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
の
丸
山
真
男
、
石
田
雄
の
処
説
に
か
ぎ
り
、
彼
ら
の
「
史
的
唯
物
論
H
マ
ル
ク
ス
主
義
」
へ
の
批
判
に
答

　
　
え
て
、
マ
ル
ク
ス
主
義
組
織
論
の
前
提
を
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
思
う
。

　
　
　
丸
山
氏
の
処
々
に
よ
れ
ば
、
マ
ル
ク
ス
主
義
者
の
思
考
方
法
に
は
、
次
の
四
つ
の
自
家
中
毒
的
症
状
と
で
も
称
し
う
る
病
理
現
象
が
あ
る

　
　
と
さ
れ
る
。
　
「
遡
及
法
的
論
理
」
　
「
本
質
顕
現
的
思
考
」
　
「
人
間
の
意
識
お
よ
び
行
動
の
非
合
理
的
面
に
た
い
す
る
理
論
的
嫌
悪
」
　
「
基

　
　
底
体
制
還
元
主
義
的
思
考
」
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
四
つ
の
、
マ
ル
ク
ス
主
義
者
な
い
し
共
産
主
義
者
に
あ
ら
わ
れ
る
定
型
化
さ

　
　
れ
た
思
考
と
行
動
の
様
式
は
、
相
互
に
内
部
的
に
関
連
し
て
い
る
。
　
「
基
底
体
制
還
元
主
義
」
と
は
、
上
部
構
造
の
問
題
を
下
部
構
造
の

　
　
問
題
に
帰
着
さ
せ
る
発
想
で
あ
り
、
下
部
構
造
の
客
観
的
法
則
性
に
す
べ
て
を
従
属
さ
せ
る
発
想
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
、
同
時
に
、
人

　
　
間
意
識
の
非
合
理
的
な
側
面
を
捨
象
す
る
思
考
と
な
る
。
上
部
構
造
が
下
部
構
造
に
規
定
さ
れ
る
と
い
う
論
理
は
、
上
部
構
造
を
現
象
と

説　
　
し
て
と
ら
え
、
下
部
構
造
を
そ
の
本
質
と
み
る
本
質
顕
現
的
思
考
と
も
な
る
。
こ
れ
ら
の
発
想
は
、
歴
史
の
事
象
を
客
観
的
な
法
則
性
に

論　
　
則
し
て
遡
及
法
的
に
解
釈
す
る
思
考
の
方
法
と
も
な
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
丸
山
氏
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
を
め
ぐ
っ
て
あ
ら
わ
れ
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た
各
国
共
産
党
の
「
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
と
そ
の
う
け
と
め
方
」
の
う
ち
に
、
前
述
の
四
つ
の
マ
ル
ク
ス
主
義
者
の
思
考
傾
向
を
浮
き
ぼ
り

説　
　
に
し
ょ
う
と
す
る
。
丸
山
氏
が
『
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
に
お
け
る
政
治
の
論
理
』
に
お
い
て
、
組
織
論
の
問
題
に
関
連
し
て
と
り
あ
げ
た
、
マ

論　
　
ル
ク
ス
主
義
者
の
「
基
底
体
制
還
元
主
義
」
的
思
考
に
つ
い
て
の
古
説
を
手
掛
り
に
、
マ
ル
ク
ス
主
義
組
織
論
の
方
法
論
上
の
前
提
を
明

　
　
ら
か
に
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
　
「
個
人
崇
拝
」
と
そ
れ
に
関
連
し
て
だ
さ
れ
た
ス
タ
ー
リ
ン
独
裁
の
諸
豪
而
は
、
政
治
心
理
の
次
元
で
重
要
な
問
題
を
提
起
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
ば
か
り
で
な
く
、
そ
れ
と
な
ら
ぶ
、
組
織
の
閥
題
を
登
場
さ
せ
ず
に
は
お
か
な
い
、
と
前
置
き
し
て
、
丸
山
氏
は
、
イ
タ
リ
ー
共
産
党
の

　
　
ト
リ
ア
ッ
テ
ィ
と
ソ
同
盟
共
産
党
と
の
論
争
が
問
題
の
所
在
を
明
る
み
に
し
て
い
る
こ
と
を
示
そ
う
と
す
る
。

　
　
　
ソ
同
盟
土
ハ
産
党
報
告
（
一
九
五
六
年
六
月
三
十
日
）
で
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
独
裁
の
問
題
を
「
個
人
崇
拝
」
の
問
題
に
解
消
す
る
論
法
が

　
　
と
ら
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
個
人
崇
拝
を
生
み
だ
し
た
原
因
と
し
て
、
ω
ソ
連
で
社
会
主
義
建
設
が
行
わ
れ
た
客
観
的
な
歴
史
的
条
件
と
②

　
　
ス
タ
ー
リ
ン
の
個
人
的
資
質
と
関
連
し
た
若
干
の
主
観
的
要
因
と
い
う
二
つ
の
側
面
を
上
げ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ソ
連
共
産
党
中
央

　
　
委
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
独
裁
の
問
題
を
、
個
人
崇
拝
に
そ
の
原
因
の
す
べ
て
を
帰
す
と
い
う
見
解
を
と
っ
た
が
、
こ
の
見
解
を
非
マ
ル
ク
ス

　
　
主
義
的
と
批
判
し
た
の
は
、
ト
リ
ア
ッ
テ
ィ
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
ソ
連
中
央
委
の
い
う
、
　
「
歴
史
的
客
観
的
条
件
」
と
ス
タ
ー
リ
ン
の
個

　
　
人
的
な
「
主
観
的
な
要
因
」
と
の
二
つ
の
要
因
が
ど
の
よ
う
な
媒
介
要
因
に
よ
っ
て
結
び
つ
く
か
と
い
う
点
を
考
察
し
て
、
媒
介
要
因
と

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
し
て
の
組
織
の
問
題
を
提
唱
し
た
。
ト
リ
ア
ッ
テ
ィ
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
独
裁
の
闊
題
を
、
組
織
間
題
に
ま
で
ほ
り
下
げ
て
、
ソ
ヴ
ェ
ト
の

　
　
経
済
的
、
政
治
的
生
活
に
お
け
る
官
僚
機
構
の
比
重
の
増
大
に
ふ
れ
、
　
「
民
主
的
制
度
に
対
す
る
有
害
な
諸
制
限
や
官
僚
的
組
織
形
態
が

　
　
漸
次
、
優
位
を
占
め
た
こ
と
は
党
に
そ
の
茄
芽
を
も
つ
」
と
指
摘
し
、
害
悪
が
制
度
全
体
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
立
入
っ

　
　
た
分
析
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
提
唱
し
た
。
ト
リ
ア
ッ
テ
ィ
の
問
題
提
起
の
意
義
は
、
丸
山
氏
に
よ
れ
ば
、
　
「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
と
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
オ
　
コ
マ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

イ
ン
フ
ォ
　
マ
ル

　
　
況
と
の
関
連
と
か
、
指
導
と
被
指
導
と
の
機
能
的
な
相
互
作
用
と
か
、
公
式
な
組
織
内
部
に
お
け
る
非
公
式
グ
ル
ー
プ
の
意
義
と
か
い
っ
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た
政
治
上
の
核
心
的
な
諸
課
題
」
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
　
「
こ
の
間
題
が
理
論
的
に
と
り
上
げ
ら
れ
な
い
限
り
、
個
人
崇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヵ
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
拝
に
限
ら
ず
、
重
大
な
政
治
的
事
象
は
、
　
一
方
で
は
巨
視
的
な
客
観
状
勢
論
な
い
し
は
『
体
制
』
論
と
、
他
方
で
は
、
指
導
者
の
先
天
的

　
　
資
質
の
二
つ
の
方
向
に
解
消
さ
れ
て
し
ま
う
。
」

　
　
　
と
こ
ろ
が
、
ト
リ
ア
ッ
テ
ィ
を
反
駁
し
た
ソ
連
共
産
党
の
決
議
は
、
　
一
方
で
は
、
個
人
崇
拝
が
「
社
会
主
義
的
民
主
主
義
の
発
展
」
を

　
　
阻
害
し
た
こ
と
、
複
雑
な
内
外
状
勢
の
た
め
「
鉄
の
規
律
、
ゆ
る
ぎ
な
き
警
戒
心
の
強
化
や
峻
厳
き
わ
ま
る
指
導
の
中
央
集
権
化
の
結
果

　
　
若
干
の
民
主
主
義
的
形
式
の
発
展
に
悪
影
響
を
与
え
」
た
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
こ
こ
で
、
承
認
し
た
こ
と
を
、
組
織
過
程
の
問
題
と
し

　
　
て
追
及
す
れ
ば
、
ト
リ
ァ
ッ
テ
ィ
へ
の
回
答
と
な
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
他
方
で
決
議
は
、
　
「
ト
リ
ア
ッ
テ
ィ
が
ソ
ヴ
ェ
ト
社

　
　
会
が
〃
若
干
の
改
革
み
に
当
而
し
て
い
は
し
な
い
か
、
と
い
う
問
題
を
提
起
し
て
い
る
こ
と
に
は
同
意
で
き
な
い
」
と
い
っ
て
、
個
人
崇

　
　
拝
が
社
会
制
度
の
本
質
に
「
無
縁
」
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
そ
の
根
拠
と
し
て
、
社
会
制
度
の
本
質
を
決
定
す
る
も
の
は
生
産
様
式
の

　
　
あ
り
方
、
生
産
手
段
の
所
在
だ
と
マ
ル
ク
ス
主
義
の
イ
、
ロ
、
ハ
を
講
義
し
て
い
る
。
こ
の
後
者
の
発
想
が
問
題
で
あ
る
。
　
「
民
主
主
義

　
　
的
形
式
」
の
発
展
や
「
社
会
主
義
的
民
主
主
義
」
の
発
展
の
阻
害
が
、
党
・
労
働
組
合
・
国
家
機
関
の
組
織
化
活
動
の
過
程
と
無
関
係
に

　
　
真
空
で
行
わ
れ
る
わ
け
は
な
く
、
指
導
に
お
け
る
過
度
の
「
中
央
集
権
化
」
は
機
構
化
を
伴
わ
ず
に
お
か
な
い
に
も
拘
ら
ず
、
制
度
や
組

　
　
織
を
問
題
に
す
る
と
、
す
ぐ
さ
ま
、
基
底
の
社
会
主
義
の
本
質
が
疑
わ
れ
た
か
の
よ
う
に
、
反
応
を
占
す
発
想
の
典
型
で
あ
る
。
　
二
枚

　
　
岩
的
」
観
念
の
典
型
的
表
現
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
　
こ
の
コ
枚
岩
的
」
発
想
の
底
に
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
者
の
思
考
を
深
く
規
定
す
る
と
こ
ろ
の
、
す
べ
て
の
問
題
を
基
底
体
制
へ
還
元

　
　
さ
せ
…
元
化
す
る
傾
向
が
あ
る
。
個
別
的
な
組
織
体
の
次
元
の
問
題
が
、
究
極
的
に
は
政
治
的
上
部
構
造
全
体
の
問
題
と
な
り
、
更
に
、

説　
　
「
本
質
的
」
に
は
下
部
構
造
の
問
題
に
帰
着
さ
せ
ら
れ
る
。
　
「
基
底
体
制
へ
の
還
元
」
は
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
逆
に
す
れ
ば
、
　
「
本
質
顕

論
現
的
思
考
」
と
な
る
・
こ
の
思
考
の
方
法
は
・
歴
史
過
程
の
観
方
の
な
か
に
す
べ
り
こ
む
と
・
い
わ
ば
「
歴
史
直
線
霧
」
と
し
て
発
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現
す
る
。
歴
史
観
察
に
お
け
る
複
線
あ
る
い
は
複
々
線
の
架
設
を
止
む
を
え
な
い
場
合
に
し
か
客
認
せ
ず
、
で
き
る
だ
け
、
　
「
本
質
」
と

説　
　
し
て
の
単
線
（
生
産
様
式
。
生
産
関
係
・
階
級
）
に
流
れ
こ
ま
せ
よ
う
と
す
る
。
そ
う
し
て
、
そ
こ
に
は
複
線
あ
る
い
は
複
々
線
で
と
ら

論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、

　
　
え
ら
れ
る
よ
う
な
対
象
は
究
極
的
も
し
く
は
本
質
的
に
は
単
線
か
ら
派
生
し
た
現
象
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
領
域
に
登
場
す
る
範
疇
や
概
念

　
　
は
基
礎
強
国
に
比
べ
て
二
次
的
な
意
味
1
あ
る
い
は
よ
り
低
次
の
科
学
性
し
か
持
た
な
い
と
い
う
想
定
が
潜
ん
で
い
る
。
機
能
的
に
見
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
ば
、
階
級
を
縦
断
し
て
い
る
社
会
集
団
の
同
時
的
“
多
層
的
性
格
は
無
視
さ
れ
、
　
「
本
質
的
」
に
規
定
さ
れ
た
階
級
論
で
事
態
が
わ
り
切

　
　
ら
れ
る
傾
向
と
な
る
。
政
治
の
次
元
の
論
理
は
、
経
済
の
次
元
の
論
理
に
解
消
さ
れ
る
。
マ
ル
ク
ス
主
義
者
の
「
基
底
体
制
還
元
主
義
」

　
　
の
傾
向
は
、
大
衆
の
政
治
意
識
と
そ
の
組
織
化
過
程
を
論
ず
る
場
合
に
は
、
　
「
本
質
顕
現
的
思
考
」
と
結
び
つ
い
て
、
　
「
次
第
に
革
命
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
う

　
　
す
る
」
と
い
う
長
期
観
測
の
た
め
に
、
経
済
状
況
や
政
治
状
況
の
転
変
に
応
じ
て
、
大
衆
の
意
識
と
行
動
が
描
く
高
潮
と
沈
滞
の
波
動
が

　
　
十
分
に
追
跡
さ
れ
な
い
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
が
「
本
質
的
に
革
命
的
で
あ
り
、
し
か
も
土
ハ
産
党
が
つ
ね
に
革
命
の
前
衛
で
あ
る
な
ら

　
　
ば
、
具
体
的
革
命
の
失
敗
は
共
産
党
以
外
の
社
会
民
主
主
義
指
導
者
の
裏
切
り
に
よ
っ
て
し
か
説
明
で
き
な
く
な
る
の
も
道
理
で
あ
る
。

　
　
．
（
丸
山
真
男
『
現
代
政
治
の
思
想
と
行
動
』
下
巻
三
二
八
－
三
五
一
頁
）

　
　
　
な
が
な
が
と
丸
山
氏
の
処
説
を
紹
介
し
た
が
、
要
す
る
に
、
マ
ル
ク
ス
主
義
者
の
「
基
底
体
制
還
元
主
義
」
の
思
考
方
法
が
マ
ル
ク
ス

　
　
主
義
の
思
考
に
深
く
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
す
る
ど
く
衝
い
て
い
る
点
を
示
し
た
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
丸
山
氏
の
マ
ル
ク
ス
主
義
的

　
　
思
考
方
法
へ
の
批
判
は
、
政
治
の
過
程
的
“
状
況
の
論
理
を
重
要
視
し
た
A
・
F
・
ベ
ン
ト
レ
ー
の
　
「
政
治
過
程
論
↓
ぴ
①
℃
H
o
。
Φ
ω
。
。

　
　
o
h
O
o
＜
①
ヨ
白
①
暮
」
　
（
一
九
〇
八
年
）
が
問
題
提
起
し
て
以
来
、
ず
っ
と
プ
ラ
グ
マ
チ
ズ
ム
の
理
論
か
ら
な
さ
れ
た
マ
ル
ク
ス
主
義
へ
の

　
　
批
判
に
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。

　
　
，
石
田
雄
氏
の
『
現
代
組
織
論
』
も
、
丸
山
氏
の
マ
ル
ク
ス
主
義
へ
の
批
判
の
あ
と
を
う
け
て
、
組
織
の
問
題
を
真
正
面
に
議
論
し
た
大

　
　
作
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
　
（
拙
稿
「
石
田
雄
著
『
現
代
組
織
論
』
を
読
ん
で
」
『
思
想
』
一
九
六
二
年
十
月
号
）
彼
も
、
　
『
現
代
組
織
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論説

論
』
の
な
か
で
、
マ
ル
ク
ス
主
義
階
級
理
論
で
は
、
政
治
過
程
論
の
問
題
性
や
組
織
論
の
現
代
的
な
問
題
性
を
意
識
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
る
。
　
「
マ
ル
ク
ス
に
お
け
る
階
級
は
、
市
民
社
会
に
お
け
る
勺
＝
げ
一
一
〇
と
は
構
成
原
理
の
点
で
全

く
異
る
が
、
客
観
的
な
利
益
要
求
と
観
念
形
態
と
は
一
致
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
象
徴
過
程
と
組
織
過
程
と
は
、
幸
福
な
平
行
関
係
を
示
し
て

い
る
点
で
、
　
日
鋤
ω
ω
の
問
題
は
意
識
に
の
ぼ
ら
な
い
。
」
　
（
石
田
、
二
〇
頁
）
つ
ま
り
、
　
「
基
底
体
制
還
元
主
義
」
的
思
考
に
よ
っ
て
、

「
マ
ス
」
の
問
題
を
「
階
級
」
に
還
元
す
る
思
考
方
法
の
も
と
で
は
、
現
代
社
会
の
組
織
過
程
の
問
題
性
を
認
識
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
こ
の
よ
う
に
、
マ
ル
ク
ス
段
階
で
は
、
現
代
組
織
論
の
問
題
が
意
識
に
の
ぼ
ら
な
い
が
、
レ
ー
ニ
ン
、
ル
カ
ー
チ
の
段
階
で
は
事
情

は
異
る
と
し
て
、
石
田
氏
は
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。
　
「
〃
人
民
〃
と
い
う
雑
炊
の
な
か
か
ら
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
を
理
論
的
江
抜
き

と
る
こ
と
は
、
決
し
て
ま
さ
に
、
お
の
つ
か
ら
、
そ
れ
と
と
も
に
そ
の
独
立
性
、
そ
の
指
導
的
役
割
の
認
識
と
承
認
と
を
も
た
ら
す
も
の

で
は
な
い
（
O
．
い
∬
”
帥
∩
o
励
”
い
Φ
5
一
p
隼
ヒ
d
Φ
H
＝
員
U
①
目
】
≦
⇔
ユ
閃
く
①
H
一
餌
σ
q
・
一
Φ
N
卜
．
匂
D
ω
．
一
①
－
一
N
）
の
み
な
ら
ず
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
事
実
的
な

心
理
学
的
な
意
識
状
態
を
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
階
級
意
識
と
混
同
す
る
こ
と
こ
そ
日
和
見
主
義
で
あ
る
と
す
る
G
・
ル
カ
ー
チ
の
所
説

（
O
●
ピ
g
惹
8
〕
O
①
ω
。
三
。
三
Φ
信
5
住
固
自
。
ω
ω
Φ
口
9
≦
話
ω
け
ω
①
ヨ
●
切
。
ユ
貰
U
①
【
ζ
費
涛
く
Φ
ユ
。
α
q
．
お
N
ω
’
Q
D
．
c
。
①
）
に
見
る
よ
う
に
、
　
即
自
的
存
在

と
し
て
の
階
級
は
そ
の
ま
ま
階
級
意
識
の
坦
手
で
な
く
、
そ
れ
故
に
〃
意
識
的
前
衛
の
組
誌
上
の
独
立
〃
と
そ
の
指
導
が
、
革
命
運
動
に

と
っ
て
不
可
欠
の
要
素
と
さ
れ
る
。
　
（
P
P
O
‘
q
D
●
ω
N
①
）
…
こ
の
段
階
に
お
い
て
、
認
識
の
手
段
（
い
わ
ゆ
る
図
上
ぴ
。
＝
o
口
ω
Φ
）
と
し

て
の
ゲ
階
級
〃
と
情
動
的
用
法
（
Φ
【
P
O
↓
帥
く
Φ
　
⊆
ω
Φ
）
と
し
て
の
〃
操
作
〃
と
が
区
別
さ
れ
、
　
こ
こ
に
組
織
論
が
意
識
に
上
る
よ
う
に
な

る
。
」
　
（
石
田
、
二
〇
上
二
頁
）
氏
は
マ
ル
ク
ス
段
階
で
意
識
に
の
ぼ
ら
な
か
っ
た
組
織
化
過
程
の
問
題
が
、
　
レ
ー
ニ
ン
の
段
階
に
お
い

て
、
大
衆
組
織
の
心
理
と
論
理
の
問
題
と
し
て
提
起
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
マ
ル
ク
ス
主
義
組
織
論
の
問
題
の
所
在
が
漸
く
に
し
て
明
ら
か
と
な
っ
て
き
た
。
丸
山
氏
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
者
に
深
く
ね
ざ
す
「
基

底
体
制
還
元
主
義
」
的
思
考
で
は
政
治
の
論
理
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
が
、
果
し
て
、
マ
ル
ク
ス
主
義
が
そ
の
よ
う
な
固
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有
の
思
考
方
法
を
も
っ
て
い
る
か
ど
う
か
。
さ
ら
に
、
丸
山
氏
の
所
説
を
前
提
と
し
た
石
田
氏
に
よ
れ
ば
、
マ
ル
ク
ス
段
階
で
は
、
組
織

説　
　
論
の
課
題
は
意
識
さ
れ
ず
、
そ
れ
は
レ
ー
ニ
ン
、
ル
カ
ー
チ
段
階
で
は
じ
め
て
組
織
論
と
し
て
自
覚
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
が
、

論　
　
果
し
て
そ
う
か
。
こ
れ
ら
マ
ル
ク
ス
か
ら
レ
ー
ニ
ン
の
段
階
へ
の
移
行
の
な
か
で
、
マ
ル
ク
ス
主
義
組
織
論
の
発
展
を
ど
う
理
解
す
る

　
　
か
。
こ
れ
ら
の
検
討
が
マ
ル
ク
ス
主
義
組
織
論
の
方
法
を
明
ら
か
に
す
る
前
提
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
基
底
体
制
還
元
主
，

　
　
義
的
な
本
質
規
定
論
“
客
観
的
発
展
の
法
則
論
す
な
わ
ち
理
論
と
、
理
論
に
従
っ
て
の
目
的
意
識
的
な
実
践
と
の
媒
介
過
程
と
し
て
、
組

　
織
の
問
題
を
自
覚
す
る
こ
と
が
、
マ
ル
ク
ス
主
義
組
織
論
の
課
題
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
初
期
マ
ル
ク
ス
に
お
け
る
史

　
　
的
唯
物
論
の
成
立
過
程
の
あ
と
を
お
っ
て
、
マ
ル
ク
ス
が
追
及
し
た
思
想
方
法
が
組
織
論
の
前
提
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に

　
よ
っ
て
、
丸
山
、
石
田
両
氏
の
批
判
に
答
え
る
こ
と
に
し
ょ
う
。
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マ
ル
ク
ス
主
義
組
織
論
序
説

　
な
る
ほ
ど
、
丸
山
氏
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
な
「
基
底
体
制
還
元
」
的
思
考
は
、
史
的
唯
物
論
者
に
と
っ
て
、
そ
の
方
法
が
史
的
唯
物
論

で
あ
る
だ
け
に
、
危
険
な
思
考
上
の
陥
穽
で
あ
る
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。
し
か
し
危
険
性
が
あ
る
こ
と
と
、
史
的
唯
物
論
の
方
法
が
マ

ル
ク
ス
主
義
者
を
し
て
そ
の
陥
穽
に
落
ち
こ
ま
せ
た
こ
と
と
を
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
。
丸
山
氏
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
た
マ
ル
ク
ス
主
義

者
の
そ
の
思
考
は
、
マ
ル
ク
ス
が
思
索
し
つ
づ
け
た
過
程
を
見
ず
に
、
思
索
の
結
果
、
完
式
化
さ
れ
た
史
的
唯
物
論
の
図
式
H
理
論
を
物

神
化
し
た
こ
と
に
基
因
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
当
面
、
わ
れ
わ
れ
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
に
固
有
な
「
基
底
体
制
還
元
」
的
思
考
が
、
組
織
論
、
政
治
過
程
論
の
問
題
性
を
意

識
し
え
な
い
と
い
う
批
判
に
答
え
て
、
マ
ル
ク
ス
が
史
的
唯
物
論
の
定
式
を
完
成
さ
せ
る
に
い
た
っ
た
思
想
の
あ
と
を
辿
ろ
う
。

　
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
史
的
唯
物
論
を
体
系
化
す
る
に
い
た
っ
た
の
は
、
周
知
の
よ
う
に
一
八
四
五
一
六
年
の
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ



　
　
智
見
ギ
ー
』
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
　
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
に
お
い
て
、
マ
ル
ク
ス
は
、
も
は
や
人
間
世
界
の
統
一
的
な
全

　
　
体
を
、
生
産
力
、
分
業
、
生
産
諸
関
係
な
ど
の
概
念
で
正
確
に
表
現
し
は
じ
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
史
的
唯
物
論
に
お
け
る
諸
概
念
は
、
一

　
　
八
四
三
年
に
は
じ
ま
る
ヘ
ー
ゲ
ル
法
哲
学
の
批
判
の
過
程
で
、
マ
ル
ク
ス
が
ヘ
ー
ゲ
ル
の
「
疎
外
概
念
」
を
国
民
経
済
学
に
適
用
し
て
ゆ

　
　
く
な
か
で
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
の
「
自
己
疎
外
」
ω
①
一
σ
ω
冨
巳
蹄
Φ
ヨ
島
隠
σ
Q
の
論
理
構
造
を
社
会
の

　
　
客
観
的
諸
過
程
に
適
用
し
な
が
ら
、
そ
の
諸
過
程
を
史
的
唯
物
論
の
諸
概
念
に
よ
っ
て
寂
述
し
は
じ
め
た
と
も
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
か

　
　
く
て
マ
ル
ク
ス
が
『
資
本
論
』
で
到
達
し
た
、
自
己
疎
外
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
な
客
観
的
構
造
と
し
て
の
、
　
「
物
神
性
」
　
閏
①
江
ω
〇
三
ω
日
ロ
ω

　
　
の
発
見
の
端
初
が
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ

　
　
　
マ
ル
ク
ス
が
初
期
の
著
作
で
追
及
し
た
こ
と
は
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
の
次
の
言
葉
の
う
ち
に
示
さ
れ
て
い
る
。
　
「
分
業
に
包

　
　
冊
か
か
早
い
掛
か
を
哲
学
者
た
ち
は
、
　
『
人
間
』
と
い
う
名
を
つ
け
て
理
想
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
た
。
そ
し
て
わ
れ
わ
れ
に
よ
っ
て
展

　
　
開
さ
れ
た
全
過
程
を
『
人
間
』
の
発
展
過
程
と
し
て
把
握
し
た
。
そ
の
結
果
、
各
歴
史
的
段
階
に
お
け
る
個
人
が
『
人
間
』
と
す
り
か
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
ヒ
　
　
　
ヘ
　
　
　
カ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
へ
　
　
　
リ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
ら
れ
、
し
か
も
、
こ
の
『
人
間
』
が
歴
史
の
推
進
力
な
り
と
叙
述
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
全
過
程
が
『
人
間
』
の
自
己
疎
外
の
過
程
と

　
　
し
て
把
握
さ
れ
た
。
…
…
…
…
こ
う
し
て
最
初
か
ら
現
実
的
諸
条
件
を
捨
象
す
る
顛
倒
に
よ
れ
ば
、
歴
史
全
体
を
意
識
の
発
展
過
程
に
転

　
　
化
し
て
し
ま
う
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
訳
で
あ
る
。
」
　
（
ζ
碧
×
＼
国
昌
σ
q
Φ
一
9
U
δ
U
2
富
。
三
冠
8
一
。
ひ
Q
一
ρ
し
σ
9
冨
お
一
傷
＄
ζ
碧
嵐
ω
ヨ
ニ
ω
1

　
　
い
Φ
三
三
ω
ヨ
5
ρ
O
δ
旨
く
①
ユ
2
。
σ
Q
■
ロ
d
葭
犀
P
お
ω
ω
●
ω
．
c
D
①
　
唯
物
論
研
究
会
下
、
ナ
ウ
カ
版
第
一
分
冊
、
七
一
頁
、
以
下
原
文
は
『
原
』
と
称
す
）

　
　
　
す
な
わ
ち
マ
ル
ク
ス
が
ヘ
ー
ゲ
ル
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
を
批
判
的
に
克
服
し
よ
う
と
し
た
方
法
は
、
彼
ら
が
歴
史
の
過
程
を
抽
象
的

　
　
な
『
人
聞
』
の
自
己
疎
外
の
過
程
と
し
て
把
握
し
て
い
る
こ
と
に
た
い
す
る
批
判
に
目
を
む
け
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
マ
ル
ク
ス
に
と
つ

説　
　
て
の
出
発
点
は
、
人
間
を
「
抽
象
的
人
間
」
と
し
て
で
な
く
、
　
「
歴
史
的
、
社
会
的
に
行
動
す
る
人
間
」
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
で
あ

論　
　
つ
た
。
こ
の
こ
と
は
「
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
欠
陥
は
、
対
象
、
現
実
性
、
感
性
が
、
客
体
ま
た
は
直
感
の
形
式
の
も
と
に
の
み
と
ら
え
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頁冊 説
　
　
　
　
へ
　
　
う
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
へ
　
　
う
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
ヵ

ら
れ
て
、
感
性
的
（
物
質
的
）
な
人
間
的
活
動
す
な
わ
ち
実
践
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
ず
、
主
体
的
に
と
ら
え
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
」

（
ζ
9
H
×
、
、
、
図
⇒
σ
Q
Φ
一
ω
イ
＜
Φ
ユ
ハ
P
匂
d
9
日
｝
U
一
Φ
什
N
＜
①
二
9
σ
Q
”
ω
●
α
ω
ω
）
　
と
い
う
一
八
四
五
年
の
『
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
に
関
す
る
テ
ー
ゼ
』
に
お

け
る
批
判
に
示
さ
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。
そ
し
て
、
生
き
た
行
動
す
る
人
間
の
自
己
疎
外
の
基
本
構
造
は
、
国
家
・
法
・
政
治
の
世

界
よ
り
も
、
さ
ら
に
そ
の
土
台
と
な
る
経
済
構
造
の
う
ち
に
解
明
さ
れ
る
根
拠
が
与
え
ら
れ
る
と
し
て
、
マ
ル
ク
ス
は
、
英
国
古
血
ハ
経
済

学
の
研
究
を
開
始
し
、
そ
れ
と
同
時
に
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
を
こ
え
た
人
間
の
行
動
的
側
面
を
「
労
働
」
と
し
て
と
ら
え
な
お
す
た
め

に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
『
精
神
現
象
論
』
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
研
究
の
業
蹟
が
、
　
一
八
四
四
年
の
『
経
済
学
・
哲
学
に
関
す
る

手
稿
』
　
（
O
ぎ
ぎ
昌
ω
昌
も
げ
ま
ω
8
ゴ
一
ω
。
冨
ζ
①
窪
鴇
ユ
讐
①
（
一
。
。
斜
ハ
）
・
罎
舘
メ
＼
蜜
σ
q
⑦
一
ω
○
⑦
三
日
冨
＝
ω
α
q
呂
ρ
H
＞
葺
①
一
一
§
ひ
q
じ
u
自
・
目
”

出
①
茜
⊆
ψ
ゆ
q
・
＜
o
爵
〈
・
〉
位
。
鑓
房
ξ
・
し
d
①
島
昌
お
ω
N
以
下
『
原
』
と
称
す
）
と
な
っ
た
の
で
あ
る
Q

　
マ
ル
ク
ス
の
思
考
の
発
展
は
、
市
民
社
会
か
ら
、
法
・
国
家
・
政
治
の
分
析
を
行
っ
た
の
で
な
く
、
法
・
国
家
・
政
治
の
分
析
か
ら
経

済
の
分
析
に
発
展
し
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
マ
ル
ク
ス
の
思
考
の
発
展
は
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
に
よ
っ
て
な
さ

れ
た
宗
教
の
人
間
学
的
批
判
を
出
発
点
と
し
て
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
流
の
自
然
的
人
間
か
ら
、
マ
ル
ク
ス
流
の
社
会
的
人
間
へ
と
人
間

概
念
を
転
回
さ
せ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
社
会
的
・
政
治
的
現
実
を
批
判
の
対
象
と
し
て
設
定
し
、
政
治
的
世
界
の
基
礎
を
経
済
に
求
め
よ

う
と
す
る
思
想
形
成
の
過
程
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
政
治
的
現
実
の
変
革
の
客
観
的
可
能
性
を
提
示
す
る
た
め
の
努
力
の
過
程
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
史
的
唯
物
論
の
成
立
過
程
か
ら
み
れ
ば
、
史
的
唯
物
論
が
「
基
底
体
制
還
元
主
義
」
的
思
考
を
本
来
的
に
も
っ
た
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

あ
る
な
ど
と
い
う
批
判
は
あ
た
ら
な
い
。
政
治
を
経
済
に
還
元
す
る
の
で
な
く
、
政
治
的
世
界
の
発
展
の
客
観
性
を
保
障
す
る
か
ぎ
り
で

の
経
済
の
分
析
な
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
　
ヘ
ー
ゲ
ル
の
自
己
疎
外
論
を
国
民
経
済
学
に
適
用
し
な
が
ら
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
解
放
の
客
観
性
を
明
ら
か
に
し
ょ

う
と
し
た
マ
ル
ク
ス
の
思
索
の
過
程
を
、
　
『
経
済
学
・
哲
学
の
手
稿
』
に
お
い
て
追
及
し
、
マ
ル
ク
ス
の
自
己
疎
外
論
が
史
的
唯
物
論
の
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成
立
に
ど
う
移
行
す
る
か
の
過
程
を
辿
ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
マ
ル
ク
ス
の
史
的
唯
物
論
へ
の
道
は
、
政
治
の
世
界
、
政
治
的
変
革
に
お

　
　
け
る
組
織
の
論
理
を
解
明
す
る
方
法
を
す
る
ど
く
示
唆
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
〔
1
〕
　
自
己
疎
外
論
と
史
的
唯
物
論

　
　
　
『
経
済
学
・
哲
学
の
手
稿
』
に
お
い
て
な
し
と
げ
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、
一
八
四
三
年
の
『
へ
ー
グ
ル
国
法
論
批
判
』
以
来
、
追
及
し
て

　
　
　
　
　
へ
こ

　
　
き
た
も
の
に
解
決
を
与
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
八
四
三
年
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
の
思
想
的
発
展
に
お
け
る
到
達
点
と
課
題
を
次
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
し
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
ヵ
　
　
へ
　
　
　
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
　
ヘ
　
　
　
マ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
リ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
に
い
っ
て
い
る
。
　
「
人
間
の
自
己
疎
外
の
神
聖
な
姿
が
仮
面
を
は
が
れ
た
の
ち
に
は
、
ま
ず
、
抑
聖
な
ら
ざ
る
姿
に
お
け
る
自
己
疎
外
の

　
　
仮
而
を
は
ぐ
こ
と
が
、
歴
史
に
つ
か
え
る
哲
学
の
任
務
で
あ
る
。
」
　
（
邦
訳
マ
ル
・
エ
ン
選
集
、
大
月
書
店
版
、
補
四
巻
一
七
五
頁
）
と
。

　
　
（
一
）
　
拙
稿
「
マ
ル
ク
ス
。
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
お
け
る
国
家
論
の
形
成
」
　
（
『
政
治
学
講
座
』
W
理
論
社
刊
参
照
。
）

　
　
　
マ
ル
ク
ス
は
、
一
八
四
三
年
に
ヘ
ー
ゲ
ル
法
哲
学
の
批
判
を
通
じ
て
、
国
家
・
法
を
「
神
聖
な
ら
ざ
る
自
己
疎
外
」
と
規
定
し
、
フ
ォ

　
　
イ
エ
ル
パ
ッ
ハ
が
「
神
聖
な
る
自
己
疎
外
」
と
し
て
、
国
家
・
法
の
批
判
に
と
り
か
か
っ
た
も
の
を
う
け
つ
ぎ
、
こ
れ
ら
の
神
。
国
家
・

　
　
法
な
ど
の
宗
教
的
・
政
治
的
自
己
疎
外
と
い
う
観
念
的
自
己
疎
外
の
現
実
的
基
礎
の
解
明
が
課
題
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
し
て
い
る
の
で
あ

　
　
る
。
す
な
わ
ち
観
念
的
自
己
疎
外
か
ら
、
現
実
的
な
自
己
疎
外
の
正
体
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
現
実
的
自
己
疎
外
の
解
明
こ
そ

　
　
が
、
生
産
に
お
け
る
労
働
の
対
象
化
を
と
り
扱
う
経
済
学
の
批
判
・
検
討
で
あ
っ
た
。
　
『
手
稿
』
は
こ
の
課
題
に
答
え
た
も
の
で
あ
っ

　
　
た
。
し
た
が
っ
て
、
　
『
手
稿
』
の
課
題
は
、
観
念
的
自
己
疎
外
1
1
上
部
構
造
が
、
現
実
的
な
自
己
疎
外
1
1
土
台
に
根
底
を
も
っ
て
い
る
と

　
　
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
現
実
的
自
己
疎
外
の
構
造
を
示
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
解
放
（
H

　
　
現
実
的
自
己
疎
外
か
ら
の
解
放
）
が
、
国
家
・
法
な
ど
に
よ
る
人
間
の
観
念
的
自
己
疎
外
か
ら
の
解
放
で
あ
る
と
い
う
命
題
に
、
歴
史
的

説　
　
客
観
性
を
与
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
な
ら
ば
、
政
治
の
世
界
に
お
け
る
組
織
過
程
の
問
題
を
追
及
す
る
方
法

論　
　
も
示
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
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マ
ル
ク
ス
が
「
神
聖
な
ら
ざ
る
自
己
疎
外
」
の
分
析
と
い
っ
た
こ
と
の
意
味
は
、
資
本
主
義
的
経
済
構
造
を
解
剖
す
る
こ
と
で
あ
っ

説　
　
た
。
『
手
稿
』
に
お
い
て
、
マ
ル
ク
ス
は
、
国
民
経
済
学
の
批
判
を
通
じ
て
、
私
有
財
産
を
「
疎
外
さ
れ
た
労
働
」
と
し
て
分
析
し
た
。

論　
　
そ
し
て
、
入
間
の
自
己
疎
外
の
物
質
的
・
経
済
的
基
礎
で
あ
る
私
有
財
産
の
揚
棄
が
、
人
間
解
放
、
労
働
者
の
解
放
で
あ
る
点
を
示
す
こ

　
　
と
に
成
功
し
て
い
る
。

　
　
　
マ
ル
ク
ス
が
『
手
稿
』
に
お
い
て
用
い
て
い
る
「
自
己
疎
外
」
と
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
疎
外
論
を
継
承
し
、
本
来
の
自
分
と
い
う
人
間
主

　
　
体
を
、
そ
の
対
象
化
さ
れ
た
も
の
、
す
な
わ
ち
客
体
に
奪
い
と
ら
れ
、
客
体
が
主
体
だ
と
さ
れ
て
し
も
う
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
自
分
の

　
　
主
体
性
を
、
自
分
が
対
象
化
し
た
も
の
に
譲
り
渡
し
て
、
そ
の
も
の
に
従
属
さ
せ
て
し
も
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
入
間
労
働
は
社
会
の
存
続
す
る
限
り
、
こ
れ
を
可
能
に
す
る
根
本
的
な
条
件
で
あ
る
。
社
会
が
必
要
と
し
、
人
間
が
必
．
要
と
す
る
生
産

　
　
物
す
な
わ
ち
富
は
、
一
般
に
常
に
人
間
の
労
働
の
生
産
物
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
入
間
が
自
己
の
労
働
を
対
象
化
し
て
、
生
産
物
に
自
己

　
　
を
客
体
化
し
た
と
き
、
生
産
物
の
運
動
が
、
生
産
者
で
あ
る
人
間
に
支
配
的
な
力
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
、
ま
た
、
人
間
の
社
会
関
係
が
労

　
　
働
生
産
物
の
社
会
関
係
と
し
て
あ
ら
わ
れ
、
そ
れ
が
人
間
を
支
配
す
る
よ
う
に
な
る
。
人
間
の
作
り
だ
し
た
社
会
関
係
が
、
人
生
の
彼
方

　
　
に
あ
る
、
自
然
的
力
と
い
う
性
質
を
も
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
人
間
の
現
実
的
自
己
疎
外
の
構
造
と
は
こ
の
関
係
の
こ
と
で
あ

　
　
る
。
そ
れ
は
、
労
働
生
産
物
が
商
品
形
態
を
と
っ
た
こ
と
に
基
因
し
て
い
る
。
マ
ル
ク
ス
は
、
労
働
生
産
物
の
商
品
形
態
に
固
有
な
、
こ

　
　
の
自
己
疎
外
の
性
質
を
「
物
神
性
」
と
称
し
た
の
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
が
『
資
本
論
』
に
お
い
て
展
開
し
た
、
　
「
物
神
性
」
の
問
題
一
人

　
　
間
の
自
己
疎
外
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
に
お
け
る
構
造
一
が
、
マ
ル
ク
ス
の
思
想
方
法
の
核
心
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
　
「
物
神
性
」
の
発

　
　
見
の
思
想
方
法
は
、
　
「
疎
外
さ
れ
た
労
働
」
と
し
て
、
　
『
手
稿
』
の
な
か
で
展
開
さ
れ
た
も
の
を
解
明
す
れ
ば
よ
い
。

　
　
　
マ
ル
ク
ス
は
、
　
『
手
稿
』
で
、
資
本
主
義
的
経
済
構
造
の
基
礎
を
説
明
す
る
た
め
に
、
　
「
労
働
」
に
着
目
し
、
労
働
者
が
必
然
的
に
窮

　
　
乏
化
す
る
状
態
に
お
か
れ
て
い
る
こ
と
を
国
民
経
済
学
的
な
事
実
か
ら
出
発
し
て
述
べ
る
。
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「
労
働
者
は
、
彼
が
富
を
多
く
生
産
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
彼
の
生
産
の
力
と
量
が
増
大
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
そ
れ
だ
け
ま
す
ま
す
ま
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も

　
　
　
し
く
な
る
。
事
物
世
界
の
価
値
増
大
に
直
接
に
比
例
し
て
、
人
間
世
界
の
価
値
低
落
が
増
大
す
る
。
労
働
億
た
ん
に
商
品
を
生
産
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
　
へ

　
　
　
ば
か
り
で
な
い
。
そ
れ
は
商
品
と
し
て
の
自
分
自
身
お
よ
び
労
働
者
を
生
産
す
る
。
」
（
邦
訳
マ
ル
・
エ
ン
選
集
、
大
月
書
店
版
、
補
四
巻
二

　
　
　
九
九
頁
、
　
『
原
』
ハ
ニ
ー
八
三
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
　
　
ぬ
　
　
　
た
　
　
　
ゐ
　
　
　
サ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
り
　
　
も

　
　
　
「
こ
の
事
実
は
、
労
働
が
生
産
す
る
も
の
、
労
働
の
生
産
物
が
、
疎
遠
な
存
在
と
し
て
、
生
産
か
ら
独
立
し
た
力
と
し
て
、
労
働
に
対

　
　
　
抗
す
る
こ
と
を
表
現
す
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
労
働
の
生
産
物
と
は
、
対
象
に
お
い
て
固
定
さ
れ
た
物
象
的
な
ら
し
め
ら
れ
た
労
働

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
　
で
あ
り
、
そ
れ
は
労
働
の
対
象
化
で
あ
る
。
」
　
（
同
書
、
同
頁
、
『
原
』
八
三
頁
）

　
　
　
マ
ル
ク
ス
は
、
こ
乙
で
、
・
労
働
者
が
自
己
に
対
立
し
て
作
り
だ
す
労
働
の
対
象
化
さ
れ
た
世
界
が
ま
す
ま
す
強
大
に
な
れ
ば
、
労
働
者

　
　
自
身
が
ま
す
ま
す
貧
し
く
な
る
と
の
べ
、
そ
れ
は
恰
も
、
人
間
が
神
に
使
え
る
こ
と
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
彼
が
自
分
自
身
の
う
ち
に

　
　
保
持
す
る
も
の
が
ま
す
ま
す
貧
し
く
な
る
の
と
同
様
で
あ
る
と
語
り
、
窮
乏
化
法
則
を
直
感
的
に
説
明
し
て
い
る
。
な
ぜ
そ
う
な
る

　
　
か
。
　
「
疎
外
さ
れ
、
外
化
さ
れ
た
労
働
は
、
他
人
に
対
す
る
労
働
者
の
関
係
を
、
そ
の
疎
外
さ
れ
た
性
格
か
ら
作
り
だ
さ
れ
る
か
ら
で
あ

　
　
る
。
す
な
わ
ち
労
働
者
は
疎
外
さ
れ
た
労
働
に
よ
っ
て
、
疎
外
さ
れ
た
労
働
の
外
に
あ
る
人
と
労
働
と
の
関
係
を
つ
く
り
出
す
か
ら
で
あ

　
　
る
。
」
　
（
同
書
、
三
一
二
頁
、
『
原
』
九
一
頁
）
そ
の
関
係
と
は
、
労
働
の
対
象
化
さ
れ
た
も
の
が
、
だ
れ
に
ぞ
く
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
示

　
　
さ
れ
る
。
疎
外
さ
れ
た
も
の
は
誰
に
属
す
る
か
。
神
に
か
。
そ
う
で
は
な
い
。
労
働
者
以
外
の
他
の
人
間
に
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
人
間

　
　
に
対
し
て
現
実
的
に
対
立
し
て
い
る
も
の
は
た
だ
人
間
だ
け
で
あ
る
か
ら
と
し
て
、
労
働
者
と
資
本
家
と
の
関
係
を
暗
示
し
て
い
る
。
し

　
　
か
し
、
こ
こ
で
は
、
い
ま
だ
私
有
財
産
の
秘
密
は
経
済
学
的
に
と
か
れ
て
い
な
い
。

説　
　
　
マ
ル
ク
ス
は
、
　
『
手
稿
』
で
労
働
の
疎
外
の
事
実
を
立
ち
入
っ
て
分
析
し
て
い
る
。

論　
　
　
の
労
働
者
の
労
働
生
産
物
に
よ
る
疎
外
。
こ
れ
は
い
ま
ま
で
の
べ
た
よ
う
に
、
労
働
生
産
物
が
、
疎
遠
な
存
在
と
し
て
、
生
産
か
ら
独
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適
し
た
力
と
し
て
、
労
働
に
対
抗
す
る
。
す
な
わ
ち
、
労
働
者
が
自
己
の
労
働
を
対
象
化
し
た
過
程
で
、
対
象
化
物
が
労
働
者
を
支
配
す

説　
　
る
と
い
う
自
己
疎
外
の
側
面
で
あ
る
。

論　
　
　
口
労
働
者
か
ら
の
労
働
の
疎
外
。
e
の
側
面
が
労
働
者
の
疎
外
を
、
そ
の
労
働
の
生
産
物
に
対
す
る
関
係
か
ら
見
た
も
の
で
あ
る
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
結
果
に
お
け
る
疎
外
だ
け
で
な
く
生
産
の
行
為
に
お
い
て
も
、
生
産
活
動
に
お
い
て
も
、
疎
外
は
あ
ら
わ
れ
る
。
生

　
　
産
物
が
労
働
の
外
在
化
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
生
産
そ
の
も
の
は
外
在
化
の
活
動
で
あ
り
、
活
動
の
外
在
化
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
労

　
　
働
は
労
働
者
に
と
っ
て
外
的
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
で
、
労
働
者
の
労
働
は
疎
外
さ
れ
た
労
働
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
「
労
働
者
の
労
働
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
自
発
的
で
は
な
く
強
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
強
制
労
働
」
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
　
「
労
働
は
欲
求
を
み
た
す
た
め
で
な
く
、
労
働
以
外

　
め
欲
求
を
み
た
す
手
段
に
す
ぎ
な
い
」
か
ら
で
あ
る
。
　
「
人
間
が
そ
こ
で
自
分
を
外
在
化
す
る
労
働
は
、
自
己
犠
牲
の
、
苦
痛
の
労
働
で

　
　
あ
る
。
」
な
ぜ
な
ら
「
労
働
は
他
人
の
所
有
に
帰
し
、
労
働
は
労
働
者
自
身
の
喪
失
で
あ
る
」
か
ら
で
あ
る
。

　
　
・
日
労
働
者
か
ら
の
類
的
疎
外
。
の
口
か
ら
、
疎
外
さ
れ
た
労
働
の
第
三
の
規
定
を
み
る
。
　
「
類
的
存
在
O
象
ε
口
σ
q
ω
≦
Φ
ω
①
昌
」
と
い
う

　
　
概
念
は
、
マ
ル
ク
ス
が
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
か
ら
受
け
つ
い
だ
概
念
で
あ
る
が
、
そ
の
意
味
す
る
も
の
は
、
人
間
は
自
然
存
在
で
あ
る
と

　
　
同
時
に
根
源
的
に
共
同
性
を
も
っ
た
存
在
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
類
的
存
在
と
は
、
結
局
根
源
的
な
共
同
体
に
お

　
　
け
る
有
機
的
個
人
と
し
て
の
人
間
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
労
働
者
の
類
的
疎
外
と
は
、
第
一
に
は
、
類
的
生
活
と
個
人
的
生
活

　
　
と
を
疎
外
し
、
第
二
に
は
、
そ
れ
は
抽
象
に
お
け
る
個
人
生
活
を
、
同
じ
く
、
抽
象
的
な
疎
外
さ
れ
た
形
態
で
の
類
的
生
活
の
目
的
に
し

　
　
た
が
わ
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
。
共
同
性
の
う
ち
に
個
人
生
活
を
疎
外
す
る
過
程
で
あ
る
。
抽
象
的
な
類
的
生
活
が
、
個
人
の
生
活

　
　
を
支
配
す
る
形
で
の
自
己
疎
外
で
あ
る
。
　
（
同
書
、
三
〇
一
頁
1
三
〇
六
頁
、
『
原
』
八
四
一
八
八
頁
）

　
　
　
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
ら
三
つ
の
自
己
疎
外
の
諸
側
而
を
、
労
働
者
の
側
か
ら
だ
け
考
察
し
て
き
た
が
、
非
労
働
者
の
側
か
ら
も
考
察
し

　
　
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
し
て
マ
ル
ク
ス
は
、
次
の
よ
う
に
問
う
。
　
「
も
し
も
、
労
働
の
生
産
物
が
私
に
た
い
し
て
、
よ
そ
よ
そ
し
く
、
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論説

疎
遠
な
力
と
し
て
私
に
対
立
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
と
き
に
は
こ
の
生
産
物
は
だ
れ
に
ぞ
く
す
る
の
か
？
も
し
も
、
私
自
身
の
行
為
が
私
に

ぞ
く
さ
ず
、
一
個
の
疎
遠
な
強
制
的
な
行
為
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
と
き
の
行
為
は
誰
に
ぞ
く
す
る
の
か
？
」
と
。
そ
し
て
答
え
て
曰
く

　
「
も
し
も
労
働
の
生
産
物
が
労
働
者
に
属
さ
ず
、
疎
遠
な
力
が
、
彼
に
対
立
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
こ
と
は
た
だ
、
生
産
物
が

　
へ
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
ミ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
労
働
者
以
外
の
他
人
に
ぞ
く
す
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
可
能
で
あ
る
。
も
し
も
、
彼
の
行
為
が
苦
悩
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
彼
の
行
為
は
他
の
人
間
に
と
っ
て
、
た
の
し
み
で
あ
り
、
他
の
人
間
の
生
の
よ
ろ
こ
び
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
分
自
身
に
た
い
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
サ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
る
人
間
の
関
係
は
、
彼
に
と
っ
て
、
他
の
人
間
に
た
い
す
る
彼
の
関
係
を
と
お
し
て
は
じ
め
て
対
象
的
、
現
実
的
で
あ
る
と
い
う
命
題

　
を
想
起
せ
よ
。
だ
か
ら
、
も
し
も
、
人
間
が
彼
の
労
働
の
生
産
物
、
対
象
化
さ
れ
た
彼
の
労
働
に
た
い
し
て
、
疎
遠
な
、
敵
対
的
な
、

　
強
力
な
、
彼
か
ら
独
立
し
た
対
象
と
し
て
関
係
す
る
な
ら
ば
、
彼
は
こ
の
生
産
物
に
対
し
て
、
な
ん
ら
か
の
他
の
、
彼
に
と
っ
て
、
疎

　
遠
な
、
敵
対
的
な
、
彼
か
ら
独
立
し
た
人
間
が
、
こ
の
対
象
の
支
配
者
で
あ
る
。
も
し
も
、
彼
が
彼
自
身
の
行
為
に
た
い
し
て
不
自
由

　
な
も
の
と
し
て
関
係
す
る
な
ら
ば
、
彼
は
こ
の
行
為
に
た
い
し
て
、
何
ら
か
の
他
の
人
間
に
奉
仕
し
た
、
そ
の
支
配
者
と
そ
の
強
制
と

　
そ
の
栓
糟
の
も
と
で
の
行
為
と
し
て
関
係
す
る
わ
け
で
あ
る
。
」
　
（
同
書
、
三
一
一
頁
、
『
原
』
九
〇
頁
）

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
し

　
「
こ
う
し
て
疎
外
さ
れ
た
、
外
在
化
さ
れ
た
労
働
に
よ
っ
て
、
労
働
者
は
、
労
働
に
縁
の
な
い
、
労
働
の
外
部
に
た
つ
人
間
の
、
こ
の

　
労
働
に
た
い
す
る
関
係
を
う
み
だ
す
。
労
働
に
対
す
る
労
働
者
の
関
係
は
、
労
働
に
対
す
る
資
本
家
の
、
ま
た
ふ
つ
う
に
雇
主
と
名
づ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
ら
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
け
ら
れ
て
い
る
人
の
関
係
を
う
み
だ
す
。
そ
れ
だ
か
ら
、
私
有
財
産
は
、
疎
外
さ
れ
た
労
働
の
、
自
然
お
よ
び
自
分
自
身
に
た
い
す
る

　
労
働
者
の
外
的
関
係
の
産
物
で
あ
り
、
成
果
で
あ
っ
て
、
そ
の
必
然
的
帰
結
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
私
有
財
産
は
、
外
在
化
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
へ

　
れ
た
労
働
、
す
な
わ
ち
外
在
化
さ
れ
た
人
間
、
疎
外
さ
れ
た
労
働
、
疎
外
さ
れ
た
生
活
、
疎
外
さ
れ
た
人
間
と
い
う
概
念
の
分
析
を
つ

　
う
じ
て
あ
き
ら
か
と
な
る
。
」
　
（
同
書
、
三
一
二
頁
、
『
原
』
九
一
頁
）

　
　
し
た
が
っ
て
「
私
有
財
産
に
た
い
す
る
疎
外
さ
れ
た
労
働
の
関
係
か
ら
、
さ
ら
に
あ
き
ら
か
に
な
る
の
は
、
私
有
財
産
一
等
々
か
ら
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論説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ロ
　
　
　
へ

　
の
、
隷
属
か
ら
の
社
会
の
解
放
は
、
労
働
者
の
解
放
と
い
う
政
治
的
な
か
た
ち
で
い
い
あ
ら
わ
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
い

　
つ
た
か
ら
と
て
、
労
働
者
の
解
放
だ
け
し
か
問
題
に
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
は
な
い
。
労
働
者
の
解
放
の
な
か
に
は
、
普
遍
人
間
的
解

　
放
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
普
逓
人
間
的
解
放
が
労
働
者
の
解
放
の
な
か
に
ふ
く
ま
れ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
生

　
産
に
対
す
る
労
働
者
の
関
係
の
な
か
に
い
っ
さ
い
の
人
間
的
隷
属
が
ふ
く
ま
れ
て
お
り
、
す
べ
て
の
隷
属
的
諸
関
係
は
、
た
ん
に
そ
の

　
関
係
の
変
容
で
あ
り
帰
結
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
」
　
（
同
書
、
三
一
四
頁
、
『
原
』
九
二
一
九
三
頁
）

　
以
上
の
よ
う
に
、
マ
ル
ク
ス
は
、
疎
外
さ
れ
た
労
働
の
事
実
の
分
析
か
ら
、
労
働
が
疎
外
さ
れ
る
理
由
を
、
労
働
の
対
象
化
さ
れ
た
も

の
が
私
有
財
産
に
転
化
し
、
私
有
財
産
の
支
配
が
人
間
の
自
己
疎
外
ロ
労
働
の
疎
外
の
根
拠
で
あ
る
こ
と
に
み
た
が
、
こ
れ
も
事
実
と
し

て
分
析
し
た
だ
け
で
あ
る
。
人
間
が
、
自
己
の
労
働
を
対
象
化
し
た
と
き
、
対
象
化
し
た
も
の
が
人
間
を
支
配
す
る
と
い
う
自
己
疎
外
の

構
造
は
、
私
有
財
産
制
”
賃
労
働
制
の
秘
密
に
あ
る
こ
と
を
事
実
と
し
て
分
析
し
た
の
で
あ
る
。
私
有
財
産
の
揚
棄
を
、
労
働
者
の
解

放
、
人
間
の
自
己
疎
外
の
解
放
と
む
す
び
つ
け
る
共
産
主
義
の
思
想
を
こ
こ
で
宣
言
し
た
。
こ
の
よ
う
な
説
明
は
、
い
玄
だ
抽
象
的
で
あ

る
が
、
羽
化
せ
る
労
働
す
な
わ
ち
商
品
と
な
っ
た
労
働
の
性
質
と
結
び
つ
け
て
、
資
本
の
成
立
を
解
こ
う
と
す
る
思
索
の
過
程
は
、
後
年

の
『
資
本
論
』
の
先
駆
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
労
働
の
客
体
化
か
ら
、
資
本
や
私
有
財
産
そ
の
も
の
も
、
人
間
関
係
の
物
化
に
他
な
ら
な

い
と
す
る
思
想
は
、
後
年
の
「
物
神
性
」
へ
の
道
に
通
ず
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
労
働
の
疎
外
な
い
し
道
化
を
事
実
と
し
て
分
析
し
て
き
た
マ
ル
ク
ス
は
、
さ
ら
に
次
の
段
階
へ
と
思
索
を
深
め
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

そ
れ
は
「
ど
の
よ
う
に
し
て
人
間
は
、
彼
の
労
働
を
外
在
化
さ
せ
疎
外
す
る
よ
う
に
な
る
の
か
？
、
ど
の
よ
う
に
し
て
こ
の
疎
外
が
人
間

的
発
展
の
本
質
に
も
と
づ
い
て
い
る
の
か
？
」
　
（
同
書
、
三
一
五
頁
、
『
原
』
九
三
頁
）
で
あ
る
。
そ
の
解
答
は
、
私
有
財
産
の
問
題
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
へ
　
　
　
い
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

把
握
し
つ
つ
あ
っ
た
が
、
い
ま
や
マ
ル
ク
ス
に
と
っ
て
は
、
　
「
私
有
財
産
の
起
源
と
い
う
問
題
を
、
人
間
の
発
展
過
程
に
と
っ
て
の
外
在

へ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

化
さ
れ
た
労
働
の
関
係
と
い
う
問
題
に
転
化
す
」
　
（
同
書
、
三
一
五
頁
、
『
原
』
九
三
頁
）
る
こ
と
が
迫
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
　
「
私
有
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財
．
産
の
起
源
」
の
説
明
を
、
　
「
疎
外
さ
れ
た
労
働
」
と
関
連
づ
け
て
説
明
す
る
た
め
に
は
、
　
『
手
稿
』
を
貫
い
て
い
る
類
的
存
在
と
し
て

　
　
の
共
同
体
を
前
提
と
し
て
は
、
ど
う
し
て
も
解
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
有
機
的
な
共
同
体
が
、
全
く
個
人
と
全
体
と
の

　
　
分
裂
な
し
に
、
共
同
体
構
成
員
の
使
用
価
値
を
作
り
出
す
よ
う
な
、
そ
の
よ
う
な
活
動
と
し
て
の
労
働
を
基
礎
と
し
、
そ
の
労
働
生
産
物

　
　
の
社
会
関
係
で
あ
る
か
ぎ
り
、
そ
の
う
ち
に
疎
外
へ
転
化
す
る
契
機
は
生
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
原
始
共
同
体
の
単
純
協
業
に
よ
る
労
働

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
は
、
北
ハ
同
量
の
成
員
の
使
用
価
値
と
し
て
の
生
産
物
の
生
産
で
あ
る
か
ぎ
り
、
　
疎
外
に
発
展
す
る
契
機
は
生
れ
な
い
と
い
う
意
味
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
る
。
労
働
が
疎
外
さ
れ
る
端
初
は
、
使
用
価
値
と
し
て
の
生
産
物
の
社
会
的
な
在
り
方
が
転
化
す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。
具
体
的
に
は
、

　
　
そ
れ
ら
が
、
互
に
交
換
さ
れ
て
商
品
と
い
う
形
態
を
お
び
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
共
同
体
と
共
同
体
と
が
、
個
と
個
の
関
係
と
な

　
　
る
よ
う
な
状
態
が
前
提
で
あ
り
、
同
時
に
、
土
ハ
同
休
内
に
お
け
る
成
員
が
個
と
し
て
社
会
と
対
立
、
分
裂
す
る
こ
と
に
対
応
し
な
け
れ
ば

　
　
な
ら
な
い
。
結
論
を
急
げ
ば
、
分
業
の
発
展
と
階
級
社
会
へ
の
移
行
が
前
提
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
か
く
し
て
、
マ
ル
ク
ス
を
阻
ん
で
い
た
思
索
上
の
混
迷
の
所
在
が
明
白
と
な
っ
た
。
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
的
な
人
間
主
義
1
1
自
然
主
義

　
　
を
放
棄
し
て
、
疎
外
の
現
実
を
、
必
然
性
と
し
て
解
明
し
う
る
新
た
な
範
疇
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
マ
ル
ク
ス

　
　
は
、
哲
学
的
良
心
を
捨
て
て
、
史
的
唯
物
論
の
確
立
へ
と
道
を
急
ぐ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
　
『
手
稿
』
に
お
け
る
「
類
的
存

　
　
在
と
し
て
の
共
同
体
」
か
ら
近
代
に
い
た
る
ま
で
の
経
済
構
造
の
発
展
が
、
社
会
の
「
現
実
的
な
土
台
」
に
お
け
る
生
産
力
と
生
産
関
係

　
　
の
矛
盾
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
と
い
う
、
歴
史
的
必
然
論
の
展
開
と
な
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
生
産
力
と
生
産
関
係
の
矛
盾
と
い
う
概
念

　
　
な
し
に
は
、
疎
外
さ
れ
た
労
働
の
起
源
は
も
は
や
説
明
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
か
く
し
て
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
で
展
開
さ

　
　
れ
、
の
ち
に
『
経
済
学
批
判
の
序
言
』
で
一
般
化
さ
れ
た
、
有
名
な
史
的
唯
物
論
の
定
式
と
な
る
。
　
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
以
後

説　
　
の
マ
ル
ク
ス
の
著
作
か
ら
は
、
自
己
疎
外
と
い
う
概
念
が
消
え
、
史
的
唯
物
論
の
諸
概
念
で
、
自
己
疎
外
の
客
観
的
構
造
が
説
明
さ
れ
る

論　
　
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
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『
手
稿
』
に
お
い
て
提
起
さ
れ
た
、
自
己
疎
外
の
歴
史
的
必
然
性
に
つ
い
て
、
　
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
で
は
次
の
よ
う
な
形
で

説　
　
解
明
さ
れ
て
い
る
。

論　
　
　
コ
切
の
矛
盾
は
分
業
の
う
ち
に
与
え
ら
れ
て
い
る
。
…
分
業
と
私
有
財
産
と
は
同
一
の
こ
と
を
表
現
す
る
言
葉
で
あ
る
。
た
だ
同
じ

　
　
　
こ
と
が
前
者
に
お
い
て
は
活
動
と
の
関
係
で
い
い
あ
ら
わ
さ
れ
、
後
者
に
お
い
て
は
、
活
動
の
生
産
物
に
関
し
て
い
い
あ
ら
わ
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
　
い
る
。
…
分
業
の
出
現
と
同
時
に
、
わ
れ
わ
れ
に
提
供
さ
れ
る
の
は
、
人
間
が
自
然
生
的
な
社
会
の
う
ち
に
あ
る
限
り
、
従
っ
て
特
殊
ド

　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
し
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
　
利
害
と
共
同
利
害
と
の
間
に
分
裂
が
存
す
る
限
り
、
従
っ
て
活
動
が
自
由
で
な
く
、
自
然
生
的
に
分
業
さ
れ
て
い
る
限
り
、
人
間
自
身

　
　
　
の
行
為
は
彼
に
と
っ
て
、
い
わ
ば
外
的
に
対
立
す
る
力
と
な
る
と
い
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
彼
が
支
配
す
る
の
で
な
く
、
却
っ
て
彼
が

　
　
　
抑
圧
さ
れ
る
よ
う
な
力
と
な
る
と
い
う
こ
と
の
、
最
初
の
実
例
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
労
働
が
分
配
さ
れ
始
ま
る
や
否
や
、
各
人
は
、

　
　
　
容
易
に
抜
け
出
ら
れ
な
い
よ
う
な
一
定
の
専
門
的
な
強
制
的
な
活
動
範
囲
を
も
つ
に
い
た
る
。
つ
ま
り
、
各
人
は
狩
猟
者
で
あ
る
か
、

　
　
　
漁
尊
者
で
あ
る
か
、
な
い
し
は
、
牧
人
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
批
判
的
批
判
家
で
あ
る
か
で
あ
り
、
彼
ら
が
生
活
の
た
め
に
手
段
を
失

　
　
　
う
こ
と
を
欲
し
な
い
以
上
、
ど
こ
ま
で
も
ぞ
う
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
　
（
邦
訳
前
掲
書
、
二
五
頁
、
前
掲
叢
書
『
原
』
二
六
頁
）

　
　
　
「
社
会
的
な
力
す
な
わ
ち
分
業
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
、
い
ろ
い
ろ
の
個
人
の
協
働
か
ら
生
ず
る
倍
加
さ
れ
た
生
産
力
は
、
こ
の
協
働
自

　
　
　
体
が
自
発
的
で
な
く
自
然
生
的
で
あ
る
た
め
に
、
こ
れ
ら
個
人
に
と
っ
て
は
、
彼
ら
自
身
の
結
合
さ
れ
た
力
と
し
て
現
わ
れ
ず
に
、
彼

　
　
　
ら
の
外
に
立
つ
、
い
わ
ば
外
的
な
強
制
力
と
し
て
現
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
強
制
力
が
何
処
か
ら
来
て
、
何
処
へ
去
る
の
か

　
　
　
は
彼
ら
の
知
る
と
こ
ろ
で
な
い
か
ら
、
従
っ
て
彼
ら
は
も
は
や
そ
れ
を
支
配
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
…
哲
学
者
た
ち
に
わ
か
り
い
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
　
言
葉
で
示
せ
ば
、
か
う
し
た
『
疎
外
』
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
二
つ
の
実
践
的
前
提
の
も
と
に
廃
棄
さ
れ
る
。
そ
れ
が
い
わ
ば
『
堪
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
　
離
い
』
力
と
な
り
、
そ
れ
に
た
い
し
て
、
人
々
が
革
命
を
お
こ
す
よ
う
な
力
と
な
る
た
め
に
は
、
そ
れ
が
人
間
大
衆
を
完
全
な
『
無
産

　
　
　
者
』
と
し
て
産
出
す
る
こ
と
で
あ
る
。
…
そ
れ
と
同
時
に
、
人
間
の
局
地
的
な
生
存
の
う
ち
に
存
す
る
経
験
的
存
在
の
代
り
に
、
人
間
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ヘ
　
　
へ
　
　
う
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
の
世
界
史
的
な
生
存
の
う
ち
に
在
す
る
経
験
的
存
在
が
与
え
ら
れ
る
生
産
力
の
か
か
る
発
展
が
絶
対
に
必
要
な
実
践
的
前
提
で
あ

　
　
　
る
。
」
　
（
同
書
、
二
七
頁
『
原
』
三
七
頁
）

　
　
　
「
そ
の
（
『
疎
外
』
一
筆
者
）
基
礎
た
る
私
有
財
産
が
廃
止
さ
れ
る
と
と
も
に
、
生
産
が
共
産
主
義
的
に
統
制
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
　
ぬ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
　
の
　
　
　
へ

　
　
　
て
、
人
間
が
自
分
自
身
の
生
産
物
に
対
し
て
立
つ
疎
外
的
関
係
が
撲
滅
さ
れ
る
と
と
も
に
、
こ
の
需
要
・
供
給
（
交
換
過
程
）
の
関
係

　
　
　
が
も
つ
上
述
の
力
は
無
に
帰
す
る
。
か
く
て
、
人
間
は
、
交
換
、
生
産
と
い
う
人
間
相
互
が
関
係
し
合
う
様
式
を
ば
、
再
び
自
分
の
権

　
　
　
限
に
と
り
も
ど
す
に
い
た
る
。
」
・
（
二
八
頁
、
『
原
』
三
二
頁
）

　
　
　
か
く
て
、
マ
ル
ク
ス
は
、
人
間
の
自
己
疎
外
の
歴
史
的
性
格
を
明
ら
か
に
し
た
。
つ
ま
り
、
生
産
力
の
一
定
程
度
の
発
展
段
階
を
規
定

　
　
す
る
分
業
（
自
然
生
的
分
業
と
社
会
的
分
業
を
ふ
く
め
て
）
が
歴
史
的
に
成
立
し
た
過
程
が
、
同
時
に
、
自
己
疎
外
の
成
立
の
条
件
で
あ

　
　
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。
分
業
に
も
と
つ
く
、
労
働
生
産
物
の
生
産
と
交
換
が
、
量
的
に
不
平
等
的
な
労
働
お
よ
び
労
働
生
産
物
の
分

　
　
配
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
、
財
産
が
生
れ
る
。
妻
と
子
供
た
ち
が
夫
の
奴
隷
で
あ
る
家
族
の
う
ち
に
そ
の
萌
芽
が
生
れ
、
そ
の
意
味
で
奴
隷

　
　
制
は
最
初
の
財
産
制
で
あ
る
。
原
始
共
産
社
会
の
解
体
は
、
分
業
に
も
と
つ
く
商
品
交
換
に
は
じ
ま
る
こ
と
を
解
き
、
原
始
社
会
の
崩
壊

　
　
が
私
有
制
へ
の
分
解
で
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
し
か
し
、
商
品
生
産
が
、
社
会
的
分
業
を
必
要
な
条
件
と
す
る
が
、
十
分
な
条
件
と

　
　
は
せ
ず
、
個
々
の
生
産
者
が
生
産
手
段
を
私
有
し
、
し
た
が
っ
て
、
生
産
物
を
私
有
物
と
し
て
自
由
に
処
理
す
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
個

　
　
々
の
生
産
者
が
独
立
せ
る
私
的
生
産
者
と
し
て
相
対
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
ま
だ
明
ら
か
に
さ
れ

　
　
て
い
な
い
。
こ
の
点
は
、
　
『
哲
学
の
貧
困
』
さ
ら
に
は
『
資
本
論
』
に
ま
で
ゆ
き
つ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
と
も
あ
れ
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
自
己
疎
外
の
理
論
は
、
ほ
ぼ
、
こ
れ
で
完
成
し
て
い
る
。
人
聞
社
会
は
、
分
業
に
と
も
な
う
労
働
生
産

説　
　
物
の
交
換
と
私
的
所
有
の
結
合
の
結
果
、
財
産
上
の
不
平
等
を
も
た
ら
し
、
階
級
社
会
に
分
裂
し
、
階
級
対
立
が
つ
づ
く
限
り
、
人
間
の

論　
　
自
己
疎
外
の
構
造
を
克
服
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
自
己
疎
外
の
歴
史
性
が
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論説
論
証
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
疎
外
を
克
服
す
る
た
め
に
は
、
自
ら
の
階
級
を
解
放
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
階
級
対
立
そ
の
も
の
を
止

揚
す
る
階
級
す
な
わ
ち
自
分
の
労
働
を
売
る
以
外
に
自
ら
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
無
産
者
が
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
一
定
の
生
産
力
の
発
展
に
規
制
さ
れ
た
資
本
主
義
的
生
産
様
式
が
支
配
的
と
な
る
社
会
を
ま
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
こ
と
も
、
す
で
に
『
ド
イ
ツ
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
で
は
解
明
さ
れ
て
い
る
。
　
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
に
い
た
っ
て
、
史
的
唯
物

論
の
諸
命
題
を
発
展
さ
せ
た
い
ま
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
、
歴
史
の
発
展
を
規
制
す
る
生
産
力
の
発
展
に
則
し
た
客
観
的
性
格
と
結
び
つ
、

い
た
。
か
く
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
、
自
ら
を
階
級
と
し
て
組
織
し
て
ゆ
く
過
程
で
、
人
間
を
自
己
疎
外
か
ら
解
放
す
る
歴
史
的
階

級
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
な
が
な
が
と
、
マ
ル
ク
ス
の
『
手
稿
』
と
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
、
マ
ル
ク
ス
の
初
期
の
自
己
疎
外
の

理
論
を
紹
介
し
て
き
た
。
そ
の
理
由
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
法
哲
学
の
批
判
を
通
じ
て
、
マ
ル
ク
ス
が
ヘ
ー
ゲ
ル
の
疎
外
概
念
を
た
く
み
に
国

民
経
済
学
に
適
用
し
な
が
ら
、
史
的
唯
物
論
に
到
達
し
た
過
程
を
示
し
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
が
史
的
唯
物
論
に
到
達
し
た

そ
の
思
考
方
法
を
示
す
こ
と
は
、
史
的
唯
物
論
の
方
法
の
う
ち
に
固
有
の
「
基
底
休
制
還
元
主
義
」
的
思
考
方
法
が
あ
る
と
い
う
批
糾
へ

の
反
論
で
も
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
史
的
唯
物
論
は
、
入
間
社
会
に
お
け
る
自
己
疎
外
の
歴
史
的
構
造
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
の
方
法
論
で
あ
り
、
政
治
の
世
界
を
経
済
に
還
元
さ
せ
て
解
釈
す
る
方
法
で
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
現
実
の
政

治
の
世
界
や
、
人
間
の
社
会
的
制
度
お
よ
び
組
織
の
組
織
化
過
程
が
階
級
社
会
に
あ
ら
わ
れ
る
自
己
疎
外
か
ら
の
解
放
の
過
程
で
あ
る
と

い
う
組
織
論
の
前
提
的
方
法
と
も
な
り
う
る
か
ら
で
あ
る
。

　
マ
ル
ク
ス
に
よ
っ
て
追
及
さ
れ
た
自
己
疎
外
論
と
史
的
唯
物
論
の
命
題
と
の
関
連
を
示
せ
ば
次
の
よ
う
に
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ

う
。　

日
人
間
的
本
質
の
疎
外
形
態
に
は
、
た
ん
に
、
商
晶
、
貨
幣
、
資
本
等
に
よ
る
経
済
的
疎
外
形
態
”
現
実
的
自
己
疎
外
が
あ
る
の
み
な
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ら
ず
、
神
、
国
家
、
法
な
ど
の
よ
う
な
宗
教
的
、
政
治
的
疎
外
形
態
1
1
観
念
的
自
己
疎
外
も
衷
た
存
在
す
る
こ
と

　
　
口
し
か
も
奮
い
ま
や
、
’
宗
教
的
、
政
治
的
疎
外
形
態
（
1
1
上
部
構
造
）
と
経
済
的
疎
外
形
態
（
H
下
部
構
造
）
を
区
別
し
、
両
者
の
、

　
相
互
被
制
約
的
関
係
を
把
握
す
る
こ
と
が
問
題
の
核
心
で
あ
る
こ
と
。
ず
な
わ
ち
こ
の
・
こ
と
は
、
宗
教
か
ら
の
人
間
解
放
1
1
「
政
治
的
解

　
放
」
．
だ
け
で
は
十
分
な
解
放
に
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
政
治
的
な
人
間
解
放
は
、
も
っ
と
根
底
的
な
具
体
的
自
己
疎
外
か
ら
の
解
放
を

　
必
要
と
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
。
こ
の
思
想
方
法
は
、
政
治
的
変
革
の
客
観
的
可
能
性
を
経
済
に
求
め
た
こ
と
を
意
味
す

　
　
る
。

　
　
日
そ
の
た
め
に
は
生
産
力
、
土
台
、
上
部
構
造
の
概
念
の
確
立
な
し
に
は
、
人
間
の
自
己
疎
外
の
全
構
造
を
把
握
し
え
な
い
と
い
う
ご

　
　
と
が
示
さ
れ
た
。
土
台
と
上
部
構
造
の
決
定
・
被
決
定
の
関
係
を
解
明
す
る
こ
と
は
、
土
台
が
人
間
意
思
と
は
独
立
の
客
観
的
過
程
と
し

　
　
て
把
握
さ
れ
、
そ
の
過
程
の
認
識
を
通
じ
て
、
人
間
的
自
由
の
実
現
が
必
然
性
に
お
い
て
把
握
さ
れ
る
こ
と
を
可
能
に
し
、
人
間
解
放
が

　
　
主
体
的
に
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
を
論
証
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
〔
l
l
〕
、
マ
ル
ク
ス
主
義
組
織
論
の
方
法
論
的
前
提

　
　
　
か
く
て
、
　
史
的
唯
物
論
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
解
放
を
通
じ
て
、
主
体
的
に
人
間
を
解
放
す
る
と
い
う
社
会
的
実
践
に
、
科
学

　
　
的
な
根
拠
を
与
え
る
た
め
に
、
マ
ル
ク
ス
が
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
存
在
の
物
質
的
基
礎
を
追
及
し
て
き
た
過
程
で
、
社
会
科
学
の
方
法

　
　
論
と
な
っ
た
。
史
的
唯
物
論
が
科
学
方
法
論
と
し
て
強
み
を
も
ち
う
る
の
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
い
う
歴
史
的
存
在
が
、
彼
ら
の
階

　
」
級
的
特
殊
的
利
益
の
要
求
を
し
て
、
歴
史
的
、
普
通
的
な
要
求
（
“
人
間
解
放
）
た
ら
し
め
る
と
い
う
事
実
に
も
と
つ
く
理
論
で
あ
っ
た

　
　
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
解
放
は
、
歴
史
的
必
然
と
し
て
手
を
こ
ま
ぬ
い
て
見
て
い
る
う
ち
に
遂
行
さ
れ
る
も
の

説　
　
で
は
な
い
。
史
的
唯
物
論
の
方
法
に
よ
れ
ば
、
資
本
主
義
的
な
生
産
関
係
は
、
封
建
社
会
の
胎
内
で
、
自
然
生
的
に
成
長
し
て
き
た
も
の

論　
　
で
あ
る
が
、
社
会
主
義
的
な
生
産
関
係
や
生
産
様
式
は
、
資
本
主
義
社
会
の
胎
内
で
は
、
成
長
し
え
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
マ
ル
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ク
ス
以
来
「
の
マ
ル
ク
シ
ス
ト
が
、
社
会
主
義
へ
の
移
行
に
と
っ
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
の
樹
立
と
い
う
、
不
可
避
的
な
課
題
を
遂
行
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
所
以
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
政
治
的
革
命
を
先
ず
も
っ
て
果
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
し
た
根
拠
も
こ
こ
に
あ
っ

た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
議
論
は
省
く
と
し
て
、
当
面
の
組
織
論
の
方
法
に
つ
い
て
の
解
決
を
急
こ
う
。

　
政
治
革
命
の
遂
行
に
当
っ
て
、
い
か
な
る
方
法
で
、
い
か
に
組
織
す
る
か
が
課
題
と
な
る
。
一
口
で
い
え
ば
既
存
の
政
治
権
力
に
対
し

て
革
命
の
権
力
を
い
か
に
し
て
組
織
す
る
か
で
あ
る
。
　
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
ま
で
の
マ
ル
ク
ス
の
追
及
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革

命
の
物
質
的
必
然
性
の
解
明
の
方
向
へ
と
、
政
治
か
ら
経
済
へ
の
下
降
的
な
発
展
の
方
向
を
ど
り
、
そ
の
分
析
の
過
程
で
史
的
唯
物
論
の

確
立
へ
と
進
ん
だ
こ
と
は
前
節
で
の
べ
た
通
り
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
の
思
想
方
法
が
、
　
「
基
底
体
制
還
元
」
で
な
く
て
、
政
治
的
世
界
の

変
革
を
リ
ア
ル
な
問
題
意
議
と
し
な
が
ら
、
経
済
に
よ
る
変
革
の
客
観
性
の
証
明
の
た
め
の
探
究
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
い
ま
や
、
経
済

か
ら
再
び
政
治
へ
の
上
降
的
発
展
の
道
を
辿
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
　
『
哲
学
の
貧
困
』
　
『
賃
労
働
と
資
本
』
　
『
共
産
党
宣
言
』
と
な
っ
て

、
結
実
し
、
て
い
っ
た
過
程
は
、
．
ぎ
ざ
に
、
経
済
学
を
よ
り
精
密
に
し
て
ゆ
く
と
厨
時
に
、
政
治
的
変
革
の
論
理
を
追
及
し
た
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
ゆ
こ
こ
で
は
、
曲
想
史
的
発
展
は
議
論
せ
ず
に
、
　
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
に
展
開
さ
れ
た
、
プ
ロ
レ
タ
リ
・
ア
ー
ト
め
階
，

級
形
成
の
論
理
が
、
ど
う
『
哲
学
の
貧
困
』
　
（
O
器
国
。
＆
匹
霞
℃
三
δ
ω
。
℃
三
Φ
（
一
。
・
ミ
Y
竃
碧
×
＼
国
昌
σ
q
包
ω
≦
①
簿
P
口
d
F
宅
・
U
富
幽
く
①
ユ
潜
σ
Q

じ
d
⑦
＝
P
お
田
）
に
継
承
さ
れ
た
か
の
側
面
に
焦
点
を
合
せ
て
、
マ
ル
ク
ス
主
義
組
織
論
の
方
法
を
採
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
で
、
マ
ル
ク
ス
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
階
級
の
組
織
と
共
産
主
義
社
会
の
組
織
と
の
論
理
的
関
係

を
鮮
明
に
浮
ぼ
り
に
し
て
い
る
。
こ
の
際
、
階
級
社
会
に
お
け
る
支
配
階
級
の
論
理
（
既
存
の
社
会
的
制
度
の
組
織
の
論
理
）
に
対
置
し

て
、
被
支
配
階
級
の
組
織
の
論
理
を
説
い
て
い
る
。
こ
こ
で
も
ま
た
、
疎
外
論
の
適
用
が
見
ら
れ
る
。

　
原
始
土
ハ
同
体
社
会
に
お
い
て
、
成
員
の
労
働
が
共
同
の
労
働
と
し
て
、
成
員
自
ら
の
使
用
価
値
の
生
産
で
あ
っ
た
歴
史
的
な
段
階
で

は
、
彼
ら
の
協
働
を
介
し
て
作
ら
れ
た
社
会
組
織
も
ま
た
彼
ら
の
使
用
価
値
と
し
て
の
も
の
で
あ
っ
た
。
　
こ
の
社
会
で
は
、
彼
ら
の
労
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働
の
対
象
化
“
磁
化
さ
れ
た
も
の
は
、
彼
ら
に
独
立
の
力
と
な
っ
て
支
配
し
な
い
。
こ
の
基
本
構
造
は
、
彼
ら
の
協
働
に
よ
っ
て
対
象
化

さ
れ
た
組
織
1
1
共
同
性
も
、
一
つ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
彼
ら
を
支
配
す
る
こ
と
は
な
い
。
彼
ら
の
人
格
は
組
織
に
お
い
て
保
障
さ
れ

て
い
た
。
社
会
の
共
同
的
利
害
と
個
人
の
利
害
と
は
調
和
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
し
か
る
に
、
　
「
分
業
の
出
現
と
同
時
に
、
各
個
人
も
し
く
は
各
家
族
の
利
害
と
、
相
互
に
交
通
し
合
う
す
べ
て
の
共
同
利
害
と
の
間
に

お
け
る
矛
盾
が
生
れ
る
。
し
か
も
、
こ
の
土
ハ
同
利
害
は
、
　
『
一
般
的
な
も
の
』
と
し
て
、
単
に
表
象
の
う
ち
に
存
在
す
る
が
ご
と
き
の
も

の
で
な
く
、
分
業
を
行
う
諸
個
人
の
相
互
的
依
存
と
し
て
、
何
よ
り
も
先
ず
、
実
際
に
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
。
」
　
（
前
掲
訳
書
、
二
四

頁
、
『
原
』
二
九
頁
）
す
な
わ
ち
分
業
の
発
生
と
と
も
に
、
個
人
の
行
為
は
、
彼
に
と
っ
て
、
一
つ
の
外
的
に
対
立
す
る
力
、
強
制
力
と
な

っ
て
あ
ら
わ
れ
、
そ
れ
が
共
同
の
利
害
と
し
て
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
支
配
的
な
力
な
む
つ
よ
、
ケ
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
娠
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
「
他
な
ら
ぬ
特
殊
利
害
と
共
感
利
害
と
の
か
か
る
矛
盾
に
お
い
て
、
共
同
利
器
な
、
「
国
家
乏
し
て
、
現
実
の
各
個
そ
れ
ぞ
れ
の
、
ま
た

　
全
体
の
利
害
か
ら
分
離
せ
し
め
ら
れ
て
、
　
一
個
独
立
な
態
容
を
と
る
。
と
同
時
に
、
そ
れ
は
『
幻
想
的
な
土
野
同
性
』
　
≡
口
。
・
o
【
一
ω
o
ず
①

　
O
Φ
ヨ
①
貯
。
。
o
冨
暁
雲
。
ゴ
〆
巴
↓
と
し
出
現
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
際
こ
れ
は
つ
ね
に
、
血
肉
・
言
語
・
比
較
的
大
規
模
な
分

　
業
。
そ
の
他
の
利
害
の
ご
と
き
、
各
家
族
集
団
お
よ
び
種
族
集
団
の
う
ち
に
存
在
す
る
諸
紐
帯
一
分
業
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
つ
つ
、
す

　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も

　
べ
て
こ
の
種
の
人
間
集
団
を
通
じ
て
対
立
す
る
結
果
、
　
（
傍
点
1
筆
者
）
そ
の
一
つ
が
他
の
す
べ
て
を
支
配
す
る
こ
と
に
な
る
よ
う
な

　
階
級
関
係
一
の
実
在
的
基
礎
の
上
に
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
帰
結
さ
れ
る
こ
と
は
、
国
家
の
内
部
に
お
け
る
一
切
の

　
斗
評
す
塚
わ
ち
、
民
主
制
・
貴
族
制
・
君
主
制
の
間
の
斗
争
、
選
挙
権
の
た
め
の
論
争
等
々
は
、
階
級
相
互
間
の
い
ろ
い
ろ
の
斗
争
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
も
　
　
　
や
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
カ
　
　
　
も

　
行
わ
れ
る
際
に
と
る
と
こ
ろ
の
幻
想
的
な
諸
形
態
に
他
な
ら
な
い
。
」
　
（
同
書
、
二
五
一
二
六
頁
、
『
原
』
三
〇
頁
）

　
す
な
わ
ち
、
こ
の
共
同
利
害
は
分
業
を
お
こ
な
っ
て
い
る
個
人
の
相
互
依
存
の
関
係
の
な
か
に
現
実
的
に
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
客
観

的
な
相
互
依
存
が
社
会
の
共
同
の
意
志
を
う
み
だ
し
、
そ
れ
が
対
象
化
、
疎
外
さ
れ
て
、
個
人
が
こ
れ
に
支
配
さ
れ
る
客
観
的
な
意
志
と
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な
る
。
こ
の
公
共
的
な
客
観
的
な
意
志
は
、
実
は
社
会
の
特
殊
利
益
か
ら
も
、
現
実
の
共
同
利
害
か
ら
も
独
立
化
す
る
。
し
か
し
、
そ
の

説　
　
意
志
は
現
実
か
ら
遊
離
し
た
も
の
で
は
な
く
、
経
済
的
に
支
配
す
る
階
級
の
特
種
的
な
利
害
を
一
般
的
な
幻
想
的
な
利
害
と
し
て
、
も
ち

論　
　
こ
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
幻
想
的
な
共
同
利
害
」
の
意
志
が
国
家
意
志
と
な
っ
て
、
個
人
を
支
配
す
る
の
で
あ
る
。
　
「
こ
の
国
家
意

　
　
志
が
法
律
と
い
う
一
般
的
な
表
現
を
も
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
。
」
し
た
が
っ
て
、
国
家
意
志
の
決
定
を
め
ぐ
る
形
態
に
つ
い
て
の
斗
争
は
、

　
　
階
級
斗
争
に
お
け
る
疎
外
さ
れ
た
次
元
で
の
幻
想
的
諸
形
態
を
め
ぐ
る
そ
れ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
し
た
が
っ
て
、
階
級
支
配
の
組
織
・
秩
序
は
、
被
支
配
階
級
に
包
衛
さ
れ
た
個
々
人
の
、
外
か
ら
支
配
す
る
意
志
に
よ
る
（
分
業
に
よ
っ

　
　
て
、
相
互
依
存
化
さ
れ
た
意
志
）
組
織
化
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
れ
は
、
幻
想
的
共
同
性
と
い
う
公
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
も
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
。

　
　
「
社
会
か
ら
生
れ
て
、
ま
す
ま
す
社
会
か
ら
遠
ざ
か
り
、
独
立
す
る
に
い
た
る
国
家
」
　
（
エ
ン
ゲ
ル
ス
『
起
源
』
）
と
は
、
そ
の
組
織
化

　
　
過
程
に
他
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
支
配
階
級
の
組
織
化
は
、
同
時
に
自
己
矛
盾
を
は
ら
ん
で
い
る
。
　
な
ぜ
な
ら
、
彼
ら
の
人
間
的
関
係

　
　
も
物
化
さ
れ
た
力
に
支
配
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
社
会
に
客
観
的
な
矛
盾
の
あ
る
限
り
、
支
配
階
級
の
階
級
意
識
も
、
社
会
の

　
　
限
界
が
同
時
に
彼
ら
の
意
識
の
限
界
と
な
る
ゆ
　
（
O
’
い
信
号
。
ρ
O
Φ
ω
。
三
。
三
①
目
昌
七
九
鋤
ω
ω
Φ
昌
Φ
芝
器
。
。
誘
①
甘
二
紹
ω
●
ω
q
。
。
N
c
。
一
N
ρ
）
　
彼
ら

　
　
は
、
人
間
社
会
の
関
係
が
、
物
化
さ
れ
た
力
と
な
っ
て
、
そ
れ
を
支
配
し
て
い
る
こ
と
を
意
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
　
，
し
た
が
っ
て
被
支
配
階
級
は
、
自
ら
の
特
殊
的
利
益
を
、
支
配
階
級
の
一
般
的
幻
想
的
な
共
同
的
利
益
に
対
置
さ
せ
な
が
ら
、
堪
そ
の
幻

　
　
想
的
共
同
性
の
神
秘
を
バ
ク
ロ
し
つ
つ
、
真
の
共
同
利
益
に
も
と
つ
く
共
同
性
を
主
張
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
マ
ル
ク
ス
は
次
の
よ

　
　
う
に
い
う
。

　
　
　
「
分
業
に
よ
る
諸
々
の
入
格
的
な
力
〔
関
係
▽
の
事
物
的
力
へ
の
転
化
（
自
己
疎
外
一
筆
者
）
は
、
そ
れ
に
関
す
る
一
般
．
的
観
念
を
わ

　
　
　
れ
わ
れ
の
頭
悩
か
ら
払
い
の
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
廃
棄
さ
れ
う
る
も
の
で
な
く
、
た
だ
突
入
が
こ
れ
ら
の
事
物
的
な
力
を
再
び
支
配
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
ね
　
　
　
む

　
　
　
る
に
い
た
る
こ
と
（
疎
外
か
ら
の
解
放
i
筆
者
）
に
よ
っ
て
の
み
廃
棄
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
こ
と
は
共
同
体
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（
O
ゆ
ヨ
Φ
貯
。
冨
津
）
な
し
に
は
不
可
能
で
あ
る
。
　
〔
他
人
と
の
〕
共
同
関
係
に
お
い
て
初
め
て
各
個
人
は
、
そ
の
素
質
を
あ
ら
ゆ
る
方

　
　
　
面
に
む
か
っ
て
発
達
さ
せ
る
手
段
を
〔
も
つ
〕
、
従
っ
て
、
共
同
体
に
お
い
て
初
め
て
人
格
的
自
由
は
可
能
で
あ
る
。
」
　
（
前
掲
訳
書
、

　
　
　
七
七
頁
、
　
『
原
』
七
四
頁
）

　
　
　
こ
の
マ
ル
ク
ス
の
発
想
は
、
ル
カ
ー
チ
が
の
ち
に
馬
　
「
革
命
に
つ
い
て
の
抽
象
的
可
能
性
の
問
題
か
ら
そ
れ
を
実
現
す
る
具
体
的
形
態

　
　
の
問
題
」
　
（
（
甲
輌
　
一
U
口
事
跡
。
ω
鴇
　
麟
●
　
o
。
　
O
・
℃
　
ω
ω
●
N
り
o
o
l
N
り
④
）
の
登
場
を
ま
っ
て
、
組
織
論
が
革
命
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
と
な
る
と
い
っ
た
そ
の

　
　
方
法
を
、
す
で
に
示
唆
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
革
命
的
主
体
の
組
織
化
過
程
の
問
題
に
連
る
発
想
で
あ
る
。
そ
し
て
つ
づ
け
て
い
う
。

　
　
　
「
共
同
体
の
従
来
の
代
用
物
に
お
い
て
、
す
な
わ
ち
、
国
家
等
に
お
い
て
は
、
人
格
的
自
由
は
、
支
配
階
級
の
諸
関
係
内
で
発
展
し
た

　
個
人
に
と
っ
て
し
か
、
か
つ
彼
ら
が
こ
の
階
級
の
参
入
で
あ
る
場
合
に
し
か
存
在
し
な
か
っ
た
。
従
来
個
人
が
結
合
し
て
形
づ
く
っ
て
き

　
　
た
見
せ
か
け
だ
け
の
共
同
体
は
、
常
に
彼
ら
か
ら
独
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
一
階
級
の
結
合
で
あ
っ
た
が
故
に
、
同
時
に
他
階
級

　
　
に
対
立
し
て
お
り
、
被
支
配
階
級
に
と
っ
て
は
、
全
然
『
幻
想
的
な
共
同
体
』
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
む
し
ろ
一
．
つ
の
新
た
な
栓
桔

　
　
で
す
ら
あ
っ
た
。
」
（
前
掲
訳
書
七
七
頁
、
『
原
』
七
四
1
七
五
頁
）
　
つ
ま
り
、
支
配
階
級
の
個
人
と
こ
れ
ら
個
人
が
そ
の
な
か
に
入
り
こ
ん
で

　
　
生
活
し
て
い
る
共
同
体
と
の
関
係
は
、
こ
れ
ら
個
人
が
そ
の
階
級
の
存
立
条
件
（
外
か
ら
規
制
す
る
事
実
的
力
に
支
配
さ
れ
た
）
の
な
か

　
　
で
の
み
生
活
し
て
き
た
限
り
に
お
い
て
の
み
、
個
人
と
し
て
所
属
し
た
共
同
体
に
す
ぎ
な
く
、
彼
ら
が
個
人
と
し
て
で
な
く
階
級
成
員
と

　
　
し
て
参
加
し
た
と
こ
ろ
の
関
係
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
彼
ら
の
意
志
は
、
階
級
の
存
立
条
件
、
し
た
が
っ
て
、
か
れ
ら
の
共

　
　
同
体
（
彼
ら
に
と
っ
て
は
特
殊
利
益
の
追
及
の
場
で
あ
る
が
、
被
支
配
階
級
に
と
っ
て
は
幻
想
的
共
同
体
で
あ
る
）
の
存
立
条
件
に
支
配

　
　
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
「
自
己
お
よ
び
一
切
の
社
会
成
員
の
存
立
条
件
を
自
己
の
統
制
下
に
お
く
（
自
己
疎
外
か
ら
の

説　
　
解
放
－
筆
者
）
革
命
的
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
共
同
体
に
あ
っ
て
は
事
情
は
正
に
逆
で
あ
る
。
各
個
人
は
個
人
と
し
て
こ
の
共
同
体
に
参
加
す

論　
　
る
の
で
あ
る
。
各
個
人
の
自
由
な
発
展
と
運
動
と
の
諸
条
件
を
彼
ら
自
身
の
統
制
の
も
と
に
お
く
も
の
は
…
…
他
な
ら
ぬ
個
人
の
結
合
で
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あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
条
件
た
る
や
、
従
来
は
偶
然
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
個
々
の
個
人
が
個
人
と
し
て
分
裂
し
て
い
た
た

説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
め
に
、
ま
た
、
彼
ら
個
人
の
必
然
的
な
結
合
一
そ
れ
は
分
業
を
と
も
な
っ
て
生
じ
、
個
人
の
分
離
に
と
っ
て
一
つ
の
外
的
な
紐
帯
と
な
る

論　
　
に
い
た
っ
た
一
の
故
に
個
人
に
対
し
て
独
立
し
て
い
た
条
件
な
の
で
あ
る
。
」
　
（
同
書
、
七
九
頁
、
『
原
』
七
五
頁
）
す
な
わ
ち
、
革
命
的
共

　
　
同
体
の
組
織
、
．
秩
序
は
、
各
個
人
の
自
発
性
に
も
と
づ
い
た
運
動
と
し
て
、
　
「
幻
想
的
共
同
性
」
に
対
置
し
た
、
真
の
共
同
性
と
し
て
の

　
　
組
織
化
で
あ
る
。
自
己
疎
外
か
ら
の
止
揚
の
論
理
に
も
と
づ
い
た
組
織
化
で
あ
る
。
し
か
し
、
　
「
真
の
共
同
体
」
と
し
て
組
織
化
さ
れ
る

　
　
過
程
と
は
、
個
人
を
必
然
的
に
結
合
さ
せ
た
紐
帯
そ
れ
自
体
を
、
い
い
か
え
れ
ば
歴
史
的
に
規
制
さ
れ
つ
つ
組
織
化
さ
れ
た
も
の
を
、
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
ら
自
覚
的
に
組
織
化
し
て
ゆ
く
過
程
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
、
こ
こ
で
、
必
然
性
と
自
由
の
論
理
を
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
組
織
化

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヵ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヵ
　
　
へ

　
さ
れ
た
必
然
の
論
理
の
上
に
立
っ
て
、
自
ら
組
織
す
べ
き
方
向
に
組
織
化
す
る
と
い
う
方
法
で
あ
る
。
こ
の
論
型
と
方
法
こ
そ
マ
ル
ク
ス

　
主
義
組
織
論
の
精
髄
で
あ
る
。
こ
の
論
理
の
発
展
は
、
国
家
と
革
命
の
論
理
に
つ
な
が
る
こ
と
を
次
の
よ
う
に
の
べ
て
、
こ
の
『
草
稿
』

　
は
終
・
っ
て
い
る
。

　
　
　
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
は
、
自
己
を
人
格
的
に
主
張
す
る
た
め
に
、
自
分
達
自
身
の
従
来
の
存
立
条
件
に
し
て
、
ま
た
同
時
に
従
来
の
全
社

　
　
会
の
生
存
条
件
た
る
労
働
を
廃
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
、
彼
ら
は
、
従
来
、
社
会
の
個
人
達
が
自
分
達
に
総
体

　
　
と
い
う
表
現
を
与
え
る
た
め
に
採
っ
た
形
態
な
る
国
家
に
た
い
し
て
、
直
接
的
に
対
立
す
る
の
で
あ
り
、
自
己
の
人
格
を
手
回
す
る
た

　
　
め
に
国
家
を
蜘
覆
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
　
（
前
掲
訳
書
八
一
頁
、
『
原
』
七
八
頁
）
と
。

　
　
　
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
で
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
階
級
の
組
織
と
共
産
主
義
社
会
に
お
け
る
社
会
・
組
織
の
歴
史
的
論
理

　
的
関
係
を
あ
る
べ
き
姿
と
し
て
、
い
い
か
え
れ
ば
必
然
と
し
て
展
開
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
論
理
に
し
た
が
っ
て
、
政
治
権
力
を
奪

　
取
す
る
た
め
に
現
実
に
組
織
す
る
過
程
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
思
索
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
『
哲
学
の
貧
困
』
で
は
、
前
進
を
示
し
て

　
い
る
。
　
『
哲
学
の
貧
困
』
で
は
、
資
本
主
義
経
済
の
分
析
が
正
確
に
な
り
、
階
級
斗
争
の
歴
史
的
性
格
も
正
し
く
つ
か
ま
れ
ば
じ
め
て
い
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る
。
　
『
哲
学
の
貧
困
』
の
最
後
の
節
は
「
ス
ト
ラ
イ
キ
と
労
働
者
の
団
結
」
と
見
出
し
を
つ
け
て
い
る
。
そ
こ
で
は
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
運

　
　
動
の
経
験
が
ら
、
　
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
で
展
開
さ
れ
た
組
織
の
論
理
に
し
た
が
っ
て
、
労
働
者
階
級
の
運
動
の
組
織
化
が
論
じ

　
　
ら
れ
、
労
働
者
が
団
結
す
る
と
い
う
こ
と
の
抵
抗
の
意
味
が
具
体
的
に
説
か
れ
は
じ
め
て
い
る
。

　
　
　
「
大
産
業
が
、
た
が
い
に
一
面
識
も
な
い
多
数
の
人
間
の
群
を
一
カ
所
に
よ
せ
あ
つ
め
る
。
競
走
が
、
彼
ら
の
利
害
関
係
に
お
い
て
、

　
　
　
彼
ら
を
分
裂
さ
せ
る
。
し
か
し
、
賃
銀
の
維
持
が
、
す
な
わ
ち
雇
主
た
ち
に
対
抗
す
る
彼
ら
の
こ
の
共
通
な
利
害
関
係
が
、
抵
抗
と

　
　
　
い
う
（
一
つ
の
共
通
の
）
思
想
に
お
い
て
、
彼
ら
を
結
集
さ
せ
る
、
一
そ
れ
が
団
結
で
あ
る
。
だ
か
ら
団
結
は
、
二
つ
の
目
的
を
も

　
　
　
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
労
働
者
間
の
競
走
を
中
止
さ
せ
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
資
本
家
に
た
い
す
る
労
働
者
全
体
の
競
走
を
な

　
　
　
し
と
げ
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
目
的
を
も
つ
。
た
と
え
、
最
初
の
抵
抗
目
的
が
賃
銀
の
維
持
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
次
に
資
本

　
　
　
家
の
方
が
抑
圧
と
い
う
思
想
で
結
集
す
る
に
つ
れ
て
、
最
初
は
孤
立
し
て
い
た
諸
団
結
が
集
団
へ
と
形
成
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
つ
ね
に

　
　
　
結
合
し
て
資
本
に
対
決
す
る
と
き
、
彼
ら
に
と
っ
て
は
、
組
合
の
維
持
の
方
が
、
賃
銀
の
維
持
よ
り
も
必
要
な
事
実
と
な
る
。
」

　
　
　
「
こ
の
斗
争
に
お
い
て
こ
そ
、
来
る
べ
き
戦
斗
に
必
要
な
要
素
が
結
合
し
発
展
す
る
。
ひ
と
た
び
、
こ
の
程
度
に
達
す
る
や
、
組
合
は
，

　
　
　
政
治
的
性
格
を
お
び
る
よ
う
に
な
る
。
」
　
「
大
月
版
マ
ル
・
エ
ン
全
集
四
巻
、
一
八
八
－
一
八
九
頁
、
ζ
9
。
舞
＼
、
国
包
ひ
Q
①
δ
≦
①
美
①
．
し
d
α
・
ヨ
U
寅
N

　
　
　
＜
Φ
二
四
σ
q
し
d
①
『
＝
P
お
切
の
ω
・
一
Q
。
O
．
訳
文
は
一
部
、
筆
者
が
改
訳
し
て
い
る
Q
）

　
　
　
マ
ル
ク
ス
は
、
労
動
運
動
に
お
け
る
、
経
済
主
義
的
斗
争
か
ら
政
治
斗
争
へ
の
過
程
に
お
け
る
、
労
働
者
の
運
動
の
組
織
化
過
程
を
事

　
実
と
し
て
展
開
し
、
し
か
も
、
労
働
者
の
日
常
的
利
害
の
要
求
の
組
織
化
と
、
階
級
的
な
組
織
化
と
の
関
係
を
す
で
に
論
じ
は
じ
め
て
い

　
　
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
石
田
黒
氏
の
『
現
代
組
織
論
』
の
表
現
を
か
り
れ
ば
、
象
徴
の
情
動
的
用
法
と
認
識
的
用
法
と
の
組
織
過
程

説　
　
の
問
題
が
、
無
意
識
の
う
ち
に
意
識
さ
れ
て
い
る
。
　
（
石
田
雄
『
現
代
組
織
論
』
二
一
頁
、
二
二
頁
以
下
）

論　
　
　
そ
れ
ば
か
り
か
、
次
の
言
葉
は
、
労
働
者
階
級
の
組
織
化
過
程
に
お
け
る
基
本
的
な
問
題
を
提
起
す
る
に
い
た
っ
て
い
る
。
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「
経
済
的
諸
条
件
が
、
ま
ず
、
最
初
に
、
国
民
大
衆
を
労
働
者
に
転
化
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
資
本
の
支
配
は
、
こ
の
大
衆
に
と
っ
て
、

説論
　
　
共
通
な
一
つ
の
地
位
を
、
土
ハ
通
な
諸
利
害
関
係
を
つ
く
り
だ
し
た
。
だ
か
ら
、
こ
の
大
衆
は
、
資
本
に
対
し
て
は
一
個
の
階
級
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
も
　
　
　
カ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
う
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ミ

　
　
　
る
。
し
か
し
、
大
衆
そ
れ
自
体
に
と
っ
て
の
階
級
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
わ
れ
わ
れ
が
そ
の
若
干
の
局
面
だ
け
を
指
摘
し
た
斗
争
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
　
い
て
、
こ
の
大
衆
は
、
自
己
を
相
互
に
結
合
す
る
よ
う
に
な
る
。
大
衆
自
体
に
と
っ
て
の
階
級
内
国
出
ω
控
門
ω
δ
置
ω
ω
一
σ
累
に
自
己

　
　
を
形
成
す
る
の
で
あ
る
。
大
衆
の
防
衛
す
る
利
害
が
、
階
級
的
利
害
と
な
る
。
階
級
対
階
級
の
斗
争
は
一
つ
の
政
治
斗
争
で
あ
る
。
」

　
　
　
（
前
掲
書
一
八
九
頁
、
ζ
器
誕
＼
国
旨
α
q
巴
ω
ミ
Φ
美
ρ
鋤
．
鋤
「
O
こ
ω
・
一
。
。
一
傍
点
筆
者
）

　
　
　
「
そ
れ
自
体
と
し
て
の
階
級
」
が
「
意
識
さ
れ
た
階
級
」
に
転
化
す
る
過
程
の
必
然
性
が
と
か
れ
て
い
る
。
　
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
」

　
　
と
い
う
純
粋
な
、
・
基
底
的
概
念
で
論
じ
て
き
た
マ
ル
ク
ス
は
、
い
ま
や
、
あ
る
が
ま
ま
の
階
級
意
識
の
な
い
労
働
者
の
集
団
が
、
階
級
意

　
識
あ
る
集
団
に
転
化
す
る
と
い
う
組
織
過
程
の
問
題
を
す
る
ど
く
意
識
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
、
大
衆
を
階

　
　
心
的
に
組
織
す
る
社
会
主
義
政
党
の
組
織
成
立
の
可
能
性
の
問
題
と
、
政
党
に
よ
る
大
衆
運
動
の
指
導
の
問
題
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
の
で

　
　
あ
る
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
即
自
的
な
状
態
と
対
自
的
な
形
態
、
つ
ま
り
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
心
理
と
論
理
の
問
題
の
関
連
性
に
つ

　
　
い
て
の
課
題
が
提
起
さ
れ
て
い
る
．
し
か
し
、
　
『
哲
学
の
貧
困
』
で
も
、
ま
だ
ま
だ
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
階
級
的
組
織
化
の
形
態
と
そ

　
　
の
方
法
と
い
う
マ
ル
ク
ス
主
義
に
お
け
る
大
衆
運
動
の
組
織
論
の
課
題
は
意
識
さ
れ
て
い
な
い
。
あ
く
ま
で
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
が
階
級

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
と
し
て
組
織
さ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
歴
史
的
必
然
性
を
説
い
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
組
織
の
論
理
が
展
開
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

　
　
例
え
ば
、
こ
の
書
の
最
後
の
と
こ
ろ
で
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。

　
　
　
「
被
抑
圧
階
級
は
、
諸
階
級
の
敵
対
的
関
係
を
基
礎
と
す
る
す
べ
て
の
社
会
の
、
死
活
を
制
す
る
不
可
欠
の
条
件
で
あ
る
。
だ
か
ら
被

　
　
抑
圧
階
級
の
解
放
は
、
必
然
的
に
あ
ら
た
な
社
会
の
創
造
と
い
う
こ
と
を
ふ
く
ん
で
い
る
。
」

　
　
　
「
労
働
者
階
級
は
、
そ
の
発
展
の
過
程
に
お
い
て
、
諸
階
級
と
そ
の
敵
対
関
係
を
排
除
す
る
一
つ
の
共
同
社
会
を
も
っ
て
、
ふ
る
い
市
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民
社
会
に
お
き
代
え
る
で
あ
ろ
う
。
」
　
（
前
掲
書
一
八
九
一
八
九
〇
頁
、
。
。
．
p
O
こ
ω
・
一
。
。
N
）

　
こ
の
文
句
は
、
　
『
共
産
党
宣
言
』
に
い
う
「
労
働
者
革
命
の
第
一
歩
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
を
支
配
階
級
に
た
か
め
る
こ
と
、
民
主
主

義
を
た
た
か
い
と
る
こ
と
で
あ
る
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
、
そ
の
政
治
的
支
配
を
利
用
し
て
、
一
歩
一
歩
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
か
ら
い
っ

さ
い
の
資
本
を
う
ば
い
と
り
、
い
っ
さ
い
の
生
産
用
具
を
、
国
家
す
な
わ
ち
支
配
階
級
と
し
て
組
織
さ
れ
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
手
に

集
中
し
、
生
産
力
の
量
を
で
き
る
か
ぎ
り
急
速
に
増
大
す
る
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
、
組
織
化
の
論
理
に
う
け
っ
が
れ
る
も
の
で
あ
ろ

う
。

む
す
び
1
現
代
組
織
論
の
課
題
1

　
　
　
わ
れ
わ
れ
は
、
今
や
、
マ
ル
ク
ス
主
義
組
織
論
の
現
代
的
課
題
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
点
に
到
達
し
た
。
そ
の
課
題
と
は
、

　
　
い
ま
ま
で
の
べ
て
き
た
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
組
織
の
論
理
の
承
認
の
う
え
に
立
っ
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
心
理
・
状
態
を
ど
う

　
　
組
織
化
す
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

　
　
　
レ
ー
ニ
ン
が
『
何
を
な
す
べ
き
か
』
で
提
起
し
、
G
・
ル
カ
ー
チ
が
『
階
級
意
識
論
』
、
　
『
組
織
論
』
な
ど
で
展
開
し
た
課
題
の
新
た

　
　
な
追
及
で
あ
る
。
　
「
労
働
運
動
の
自
然
発
生
的
な
発
展
は
、
ま
さ
に
運
動
を
ブ
ル
ジ
ョ
ア
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
従
属
さ
せ
る
方
向
に
す
す

　
　
ま
せ
る
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
自
然
発
生
的
な
労
働
運
動
と
は
、
組
合
主
義
で
あ
り
、
組
合
主
義
と
は
、
ま
さ
し
く
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
う
　
　
　
へ
　
　
　
た
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ

　
　
一
に
よ
る
労
働
者
の
思
想
的
奴
隷
化
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
社
会
民
主
主
義
者
の
任
務
は
、
自
然
発
生
性
と
斗
争
す
る
こ

　
　
と
」
　
「
目
的
意
識
的
に
指
導
し
、
大
衆
を
階
級
的
に
組
織
化
し
て
ゆ
く
こ
と
で
あ
る
」
　
（
レ
ー
ニ
ン
全
集
五
巻
、
大
月
書
店
二
四
〇
六
頁
）
と

説
　
い
っ
た
こ
と
・
ま
た
・
G
●
ル
ー
カ
ー
チ
が
・
　
「
日
和
見
主
義
は
i
一
言
で
い
え
ば
ー
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
事
実
的
愉
か
理
挙
静
か
旧
領
疵

論
　
　
・
　
　
　
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
…

　
　
態
を
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
階
級
意
識
と
と
り
ち
が
え
て
い
る
と
い
う
点
に
あ
る
の
だ
」
　
（
∩
叩
。
　
一
U
⊆
貯
笛
ω
矯
　
9
．
　
節
・
　
（
）
こ
　
ω
・
c
o
①
）
　
と
い
っ
た
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こ
と
を
問
題
意
識
の
前
提
と
し
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
階
級
意
識
を
ど
う
組
織
化
し
て
ゆ
く
か
の
過
程
論
を
、
現
代
社
会
の
条
件
の

説　
な
か
で
追
及
し
て
ゆ
く
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
議
論
は
ま
た
稿
を
あ
ら
た
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
マ
ル
ク
ス
主
義

論　
　
組
織
論
は
、
石
田
氏
の
よ
う
に
、
レ
ー
ニ
ン
、
ル
カ
ー
チ
段
階
で
組
織
論
と
し
て
自
覚
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
な
く
、
マ
ル
ク
ス
が
追

　
及
し
た
論
理
を
方
法
的
前
提
と
し
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
心
理
を
ど
う
組
織
化
す
る
か
と
い
う
関
連
で
と
ら
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な

　
　
い
。
そ
れ
は
、
マ
ル
ク
ス
か
ら
レ
ー
ニ
ン
へ
の
発
展
と
し
て
理
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
本
稿
は
、
方
法
的
前
提
で
筆
を
お
い
た
の
で
、

　
　
本
稿
を
「
マ
ル
ク
ス
主
義
組
織
論
序
説
」
と
題
し
た
次
第
で
あ
る
。
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